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高円宮妃久子殿下は、故高円宮憲仁親王殿下とご一緒に、現代根付
や古根付を蒐集されてきました。本展では、高円宮コレクションより
現代根付と、妃殿下が様々な場所へ根付を連れ出し撮影された写真シ
リーズ「旅する根付」をご紹介します。

H28年度 城西国際大学
シニア・ウエルネス大学受講生募集

城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
シニア・ウエルネス担当　☎0475-55-7685
受付時間：月曜日～金曜日　9：00 ～17：00（祝祭日除く）

城西国際大学 水田美術館  〒283-8555  千葉県東金市求名1番地  ☎0475-53-2562  http://jiu.ac.jp/museum/

▶2月1日［月］〜13日［土］

〈プログラム概要〉

▶1年目「健康・体力づくり基礎コース」　定員：30名（先着順）
▶2年目「健康・体力づくり実践コース」　定員：30名（先着順）

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

問い合わせ

《どんぐりの精》 高円宮妃殿下撮影、根付：北澤泉水、陶器、2009年

開館時間：10:00 ～ 16:00
休 館 日：日曜日・祝日
入館無料

受講対象：通勤可能な地域に在住する 40 歳～ 70 歳までの方
実　　技：体力づくりの運動、誰でも楽しめるスポーツの実施
講　　義：健康・運動・栄養等についての講義　
開講回数：合計 26 回（前期 13 回、後期 13 回）
開講曜日：指定された水曜日あるいは土曜日
開講時間：13：20 ～ 14：50（大学講義 3 時限目）
　　　　　実習（学外）等は 9：30 ～ 17：00 で行います。
講　　師：城西国際大学教員及び外部講師

※ 受講をご希望の方は、お問い合わせのうえ必ず次の
いずれかの説明会にご参加ください。
受講説明会日程 1/30（土）・2/17（水）・2/27（土）

問い合わせ
申 し 込 み社会人学生を募集しています ☎0475-53-2150

メール：info-env@jiu.ac.jp

城西国際大学環境社会学部では、社会人の方の入学を推進しています。
現在、十五名の社会人学生が一般学生と一緒に勉強しています。
社会人の方が環境社会学部で学ぶ意義は、知性と教養を高める、専門のスキルを磨いて子どもたちの
環境教育に貢献する、地域の環境保全活動などでリーダーシップを発揮する、など、生涯現役として
活躍できる能力を培う点にあります。
環境について深く学び、卒業後、地域や教育のために役立てて下さい。
社会人の入学には優遇制度がありますので、詳しくは環境社会学部事務室にお問合せ下さい。

高円宮殿下記念ギャラリーオープン記念

高円宮コレクション
現代根付展

展覧会のお知らせ
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表紙　科学工作教室「ペットボトルロケット教室」
　東金文化会館にある東金こども科学館で
は、身近にある物を使っていろいろな実験の
教室を開催しています。
　ペットボトルロケットは、炭酸飲料が入って
いたペットボトルを使って作るロケットの模型
です。ペットボトルに水と圧縮した空気を入れ
て、弁を一気に開放させることで噴出する水
と空気によって飛びます。勢いよく飛び上がる
ロケットは迫力満点です。
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お楽しみページ ※ 記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

「ふるさと納税」による寄附のご案内　☎0475-50-1208　東金市役所財政課
東金市は、徳川家康ゆかりの場所が数多く点在し、里山風景が残る気候の穏やかな市です。そんな歴史と自然を守りつつ、教育、高齢者、障害者、保育の支援に
積極的に取組む東金市の施策に共感いただける皆様からの「ふるさと納税」による寄附のご協力をお待ちしています。詳細はお問い合わせ下さい。3
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お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

① QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
② メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③ メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※ 携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

氣志團メイジャー・デビュー15周年記念興行
ツッパリ High School Musical

『氣志團學園Ⅱ ～拳の中のロックンロール～』

共催事業
あれから５年
わたしたちは何を学んだか

共催事業 

映画　先生と迷い猫

二万人をこえる命を、家を、街を、仕事を、すべてを奪いさった東日本
大震災。今回の震災は、世界に「ヒロシマ」「ナガサキ」に続いて「フクシマ」
も作りました。
この5年・苦しみや悲しみに堪え、復興に立ち上がっている被災地の皆
さんの現状を他人事とせず、共有し、私たちのこれからを考えましょう。

《第一部》　映画「日本と原発 ４年後」上映会
《第二部》　コンサート ～歌は生きる力～
　　　　　合唱　山武市ミードルズ、大里合唱団、東金混声合唱団
　　　　　　　　指揮：市川雅子／ピアノ：小高千晃
　　　　　松本薫（ソプラノ）・篠原栄子（ピアノ）
　　　　　　ソプラノ独唱＋皆さまとご一緒に♪

◇震災復興支援 物産展◇　12:00 ～12:30、14:45 ～15:15

カタブツでヘンクツな校長先生と、
亡き妻が可愛がっていた一匹の三毛猫。
猫が教えてくれる、町と人と、
夫婦の愛のお話。

出演
イッセー尾形、染谷将太、北乃きい、　嶋田久作、佐々木すみ江、
カンニング竹山、久保田紗友、　もたいまさこ、岸本加世子、
ドロップ（三毛猫）
監督：深川栄洋／脚本：小林弘利／原案：木附千晶

33
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（木・祝）

©2015「先生と迷い猫」製作委員会

17:30開演　大ホール　全席指定
竹内シート　6,915円
※3歳以上チケット必要、3歳未満入場不可
※入場時のＩＤチェックで、満18歳以下は
　当日「1,000円キャッシュバック」
チケットプレイガイド　Ａ～Ｉ
好評発売中　※販売状況にご注意ください

12:30開演　大ホール

①10:00 ～　②12:30 ～
③15:00 ～　④17:30 ～

（上映時間110分）
小ホール
全席自由　当日券のみ
一般（高校生以上）
1,300円　→　割引券持参1,100円
シニア（60歳以上）
1,100円　→　割引券持参1,000円
小人（3歳以上中学生以下）
1,000円　→　割引券持参　800円

（日）

ろうそくの燈火に浮かび上がる源氏物語の世界

蝋燭能

《演目》
素謡（すうたい）　「神歌（かみうた）」 観世喜正
狂言（きょうげん）　「棒縛り（ぼうしばり）」 野村萬斎
蝋燭能（ろうそくのう）　「葵上（あおいのうえ）」 小島英明

揺らぐ蝋燭の灯りが、趣のある幽玄の世界に誘います。
無数の蝋燭が織りなす幻想的な空間。
蝋燭能ならではの演出をご堪能ください。

3
11
（金）

18:30開演
大ホール
全席指定　5,000円
チケットプレイガイド
Ａ～Ｉ
好評発売中

小島英明 野村萬斎 観世喜正

入場無料

プレゼント 1

プレゼント 2

八鶴湖
三方を東金城址につらなる山々に囲まれた八鶴湖は、東金市のほぼ中央に位置し、周囲約800mの湖です。もともとは鉢形の盆地で、その中心に小池があり

中世末東金城廃止後、徳川家康が東金御殿を築造のとき池を広げ、谷池また御殿池とも称しました。春には桜の名所として湖畔に咲き誇ります。 44



共催事業　劇団サンブステップス
第14回 オリジナルミュージカル

「ひまわり」
～きっと　あしたは　はれだね～

東金・大網の小・中・高校生を中心に、地域に根ざした活動をしている
劇団サンブステップス。
脚本・演出をはじめ、すべてオリジナルのミュージカルにご期待くだ
さい。

【ヴァイオリン】執行恒宏、吉橋彩　【ソプラノ】青山真子
【フルート】宗形彩　【ピアノ】篠原栄子、武田真弓、吉橋雅孝
【司会】土屋紀元

5
4
5

（水・祝）

（木・祝）

14:00開演 小ホール
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　Ａ
3月上旬発売予定

東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222

Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2111
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器サビア横芝店 ☎ 0479-82-6326

プレゼント

共催事業

鈴木直美ピアノコンサート17

「サロンミュージック」を
テーマに選曲された、
貴族の応接間（サロン）で
奏でられたであろう、
華やいで洒落たプログラムを
お届けします。

《プログラム》
ショパン…ソナタ第２番op.35
　　　　　雨だれのプレリュード
スカルラッティ…ソナタ L.23、L.104
プーランク…ノヴェレッテ
ドビュッシー…レントよりなお遅く
モシュコフスキー…火花
ラフマニノフ=クライスラー…愛の哀しみ
ラヴェル…ピアノ協奏曲より第２楽章

4
29
（金・祝）

14:00開演 小ホール
全席自由
前売：1,800円
当日：2,000円
チケットプレイガイド　Ａ
好評発売中

桜を愛でる 

八坂茶会

恒例の「八坂茶会」を、今年も桜の季節に開催します。
桜花を愛でながら、一服いかがですか？
お気軽にお越しください。

4
2・3
（土・日）

10:00 ～15:00

4/2　表千家
3　裏千家

※1日先着200名までとさせていただきます。
※定員（200名）になり次第、終了いたします。
　あらかじめご了承ください。
協力：東金茶道会
後援：東金市観光協会

入場無料

―TO-BUNスタイル― 

東金ゆかりの芸術家たちⅡ
版画展＆スプリングコンサート

土屋金司 版画展

スプリングコンサート

東金ゆかりの芸術家の皆様と、
芸術の魅力、東金の魅力をお届けします。

4

4

14～17

16

（木）

（土）

（日）

（日）

10:00 ～16:30　展示室

15:00開演　小ホール
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　A ～I
2月27日（土）前売開始

入場無料

プレゼント 3

雄蛇ヶ池
周囲約4km、面積約25haで湖岸線が複雑に入り込んだ美しい池です。
湖畔沿いは遊歩道が整備されており、ウォーキングや野鳥観察などを楽しめます。55



お問い合わせは　成東文化会館 ☎0475-82-5222
 さんぶの森文化ホール ☎0475-80-9700

山武市文化会館
イベント情報

ただいま、山武市文化会館ではメール会員を募集しています。文化会館のチケット情報
や、催物案内。ホットな話題をお届けします。
年会費・登録料無料（通信料はお客様負担となります。）名前、住所、メール配信希望を
明記のうえ、メールにてお申し込みください。
メールアドレス　n-bunka@city.sammu.lg.jp

～山武市文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
メール会員募集中！

サロンコンサートvol.169

J
ヨーナス

oonas H
ハーヴィスト

aavisto T
トリオ

rio
ジャパンツアー2016

平成27年度優秀映画鑑賞推進事業
日本名作映画祭

山武市誕生の日記念イベント
山武のアーティストたちvol.6

第14回
のぎく名画座 「カサブランカ」

サロンコンサートvol.168
はらかなこライブ ～ピアノが歌う夜～

サロンコンサートvol.167
童謡に魅せられて

1942年　アメリカ映画　183分
第16回アカデミー賞
作品・監督・脚本・3部門受賞

週末の夜“シネフィルのぎく”と懐か
しの名画を鑑賞しませんか？

“シネフィルのぎく”企画により成東
文化会館では、大ホールで年4回・視
聴覚室で年4回上映会を開催してお
ります。お気軽にお越しください。

出演：はらかなこ
（ピアニスト／作曲家）
2014年3月TOKYO MXテレビ「スパルタンMX」内アニメ「冬のマジョモ
リ」音楽担当。2014年 映画「妖かし恋歌は一陣の風に」「星が降った夜は」
を提供。
2015年1月 読売テレビアニメ「うわばきクック」音楽担当。
現在はオリジナル曲を中心に精力的にライブ活動を行う

出演：瀬川千里（童謡）
　　 湯田聡子（ピアノ）

黒澤明監督4作品を一挙公開！

【上映スケジュール】
・第1部
10:00 ～11:38「酔いどれ天使」
11:50 ～13:40「用心棒」
・第2部
14:30 ～16:53「天国と地獄」
17:00 ～19:23「生きる」

企画：シネフィルのぎく

地元山武地域で育ち、プロとなったミュージシャンたちと、山武市内高
等学校吹奏楽部によるジョイントコンサート。山武・東金地域アーティ
ストデータバンクに参加する地元出身のアーティストたちが、ふるさと
を想い演奏します。成東文化会館にて練習中の「ジュニアウィンズ」も出
演します。
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（土）

（金） （金）

（土）

（日）

酔いどれ天使

生きる

用心棒

天国と地獄

瀬川千里 湯田聡子

17:30開場
18:00開演
成東文化会館　視聴覚室
全席自由

13:30開場
14:00開演
成東文化会館　ホール
全席自由

18：30開場
19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
2月19日発売予定

18：30開場
19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット好評発売中

上映開始時間　第1部10：00
　　　　　　　第2部14：30
成東文化会館　ホール
全席自由　各部500円

プレゼント 4

入場無料 入場無料

山王台公園
東金市内を一望できる高台にあり、晴れた日には九十九里平野まで見わたせます。

春には花見の名所として、また元旦には初日の出を拝む人たちでにぎわいます。 6



サロンコンサートvol.170
FIRE HORNS
スペシャルコンサート

サロンコンサートvol.169

J
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ハーヴィスト
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トリオ

rio
ジャパンツアー2016

LOVE×3コンサート
～あの頃のひだまりをまた君に～

第20回
のぎくプラザ合唱祭

さんぶの森音楽祭

【FIRE HORNSプロフィール】
2010年、スガ シカオのライブ
サポートをきっかけに、Atsuki（tp）、Juny-a（sax）を中心として結成さ
れたホーン・セクション。2014年6月メジャー・デビュー・アルバム『Primal 
Ignition』をビクターエンタテインメントよりリリース。「SPEED」はテレビ
東京系「neo sports」のテーマソングとして現在も毎日好評ON AIR中。ラ
イブ、イベント、レコーディング他幅広く活動中。

情景を写し出す卓越したイマジネー
ション、静寂と共にあるダイナミズ
ム。空間創造と高いコンセントレー
ションから生まれる北欧の先進的ア
ンサンブル。キース・ジャレットを敬
愛し、ブラッド・メルドー（piano）に
も通じる繊細で美しい響きを奏で
る、フィンランドのニュージェネレー
ション・ピアノトリオ。

出演:菅原進（ビリーバンバン）
　　 藤田恵美（元ル・クプル）
　　 岩沢幸矢（ブレッド＆バター）

あの名グループのメンバー3人による豪華ユニット。オリジナル曲から
往年のヒット曲までを3人の美しいハーモニーで聴かせます。
予定演奏曲：

「特別な気持ちで～I Just to Say I Love You ～」
「白いブランコ」「また君に恋してる」
「ひだまりの詩」　など

地域に根差し活動している、コーラスグループの歌声をお届けします。
あなたも地元コーラスグループで歌ってみてはいかがでしょう。

今年も開催します！ 親子でウクレレ教室の生徒、さんぶの森コカリナ
隊など、さんぶの森文化ホールを愛する多くの出演者が一堂に会して演
奏します。お気軽にお越しください。
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（金） （金）

（日）

（日）

（土）

18:30開場
19:00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット4/15発売予定

18:30開場
19:00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット3/18発売予定

15:00開場
15:30開演
さんぶの森文化ホール
全席指定
1階席4,000円
2階席3,000円
チケット好評発売中

13：30開場
14：00開演
成東文化会館
ホール
全席自由

14:00開演予定
さんぶの森文化ホール　全席自由

山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器サビア店 ☎ 0479-82-6326
誠文堂書店 ☎ 043-444-0243
街波通信社

さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1 階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178

（http://www.machi-nami.com/ticket-1/）

プレゼント 6 プレゼント 5

プレゼント

入場無料

入場無料

昨年の公演より

昨年の公演より

菅原進（ビリーバンバン）

藤田恵美（元ル・クプル）

岩沢幸矢（ブレッド＆バター）

プレゼント 7

ときがね湖（東金ダム）
一周約3.8km、総貯水量230万㎡のダムです。

「ときがね湖」は季節の花が楽しめる遊歩道が整備されています。7



切通し
縄文時代、台地に住んでいた人々は、やがて海が後退すると平野部で生活をするようになりました。

この平野部と台地の往来には「切通し」と呼ばれる独特の道が作られました。

3月27日（日）から4月10日（日）まで東金桜まつりが開催されます。
会場の八鶴湖周辺には約1,000本のソメイヨシノが咲きほこり、湖畔の
桜のライトアップも予定しております。
夜桜を眺めながらの散歩
は、幻想的な雰囲気を味
わえます。
桜まつり期間中はYASSA 
Comachiの ラ イ ブ や 写
真撮影会、湖畔の花火大
会など様々なイベントが
開催されます。
皆様のご来場をお待ちし
ております。

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

問合せ先▶東金市観光協会　☎0475-50-1142
　　　　　観光案内所　　　☎0475-55-3310

URL▶http://toganekanko.jp/（東金市観光協会）

問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

問合せ先▶東金農業いきいきプラン実行委員会事務局
メール▶sangyo@city.togane.lg.jp

問合せ先▶東金市教育委員会生涯学習課青少年係　☎0475-50-1205
FAX 0475-50-1294　メール▶syogai@city.togane.lg.jp

東金桜まつり

東金市図書館イベント

平成28年
「東金・田んぼの学校」参加者・
「東金・市民農園」利用者募集

第17回 東金市ウォークラリー大会参加者募集！ 

本のリサイクル
図書館では、資料の有効活用を図ることを目的として、図書館の除籍した
本や雑誌などを無料で差し上げています。掘り出し物を探しに来てみませ
んか。
日　　時▶3月19日（土）・3月20日（日）
　　　　　2日間とも午前9時～正午
　　　　　 （当日分なくなり次第終了

します）
　　　　　※ 1日目と2日目ではリサイ

クルされる本の内容は異
なります。

　　　　　※ 8:40から整理券を配布し
ます。

場　　所▶図書館2階会議室
対 象 本▶ 一般図書・雑誌のバックナ

ンバー
そ の 他▶お一人様10冊まで
問 合 せ▶東金図書館　☎50-1190

東金・田んぼの学校
農家の方の指導によりできるだけ農薬や機械を使わないお米作りに挑戦
してみませんか。
期　　間▶4月～10月　入学式、田植え、草取り、稲刈り、収穫祭（修了式）
　　　　　※作業は毎月1回、土曜日の午前中を予定
費　　用▶ 1世帯につき20,000円（苗代・肥料代・乾燥調整代・保険料・

指導料）
　　　　　※収穫されたお米は、参加者にお分けします。（但し30kg上限）
東金・市民農園
農家の方に教わりながら、有機・減農薬の野菜づくりを楽しみませんか。
期　　間▶4月～3月まで、栽培指導あり
区　　画▶1区画あたり約30㎡（複数区画の利用も可）
費　　用▶ 1区画につき、5,000円

受付期間▶平成28年2月1日（月）～3月1日（火）
問合せ・申し込み▶
下記まで「代表者の氏名・住所・電話番号」をご連絡ください。後ほ
ど申込書及び資料をお送りいたします。
東金農業いきいきプラン実行委員会事務局（東金市役所産業振興課
内）　☎0475-50-1137　　ファックス　0475-50-1297
E-mail  sangyo@city.togane.lg.jp
※ 『東金市地域産業ネットワーク』ホームページ（http://www.

togane-sangyo.net/）で活動の様子なども紹介しておりますので、
ぜひご覧ください。

コマ図を手がかりに道を進み、途中チェックポイントでクイズに挑戦。
主　　催▶東金市青少年相談員連絡協議会
日　　時▶2月27日（土）【荒天中止】
受　　付▶8：00 ～8：30
競技開始▶9：15 ～（14：00終了予定）
集合解散場所▶東金文化会館
持 ち 物▶お弁当、飲み物、雨具（必要に応じて）
参 加 費▶無料
参加クラス▶①小学生の部　②中学・高校生の部　③ファミリーの部
※各クラスとも3 ～4人で1パーティー(チーム)を構成しての参加。
※小学校1 ～3年生のみでの参加は不可。
※小学生の部、中学・高校生の部は市内在住・在学の子どもに限る。　
※ファミリーの部は市内在住・在学の子どもとその保護者。
※ベビーカーでの参加は困難。また、動きやすい服装で参加。
表　　彰▶ 各クラス上位3チームに賞状・メダルを授与。
　　　　　 また、参加者全員に参加賞を贈呈。閉会式に豪華賞品（！？）

が当たるお楽しみ抽選会あり。
申込方法▶ 参加クラス、パーティー全員の氏名（ふりがな）、パーティー

（チーム）のリーダー、学校・学年、年齢、住所、電話番号を
明記し、電話またはFAX、Eメールでお申し込みください。
FAX・Eメールでお申し込みされた方は、電話にて申し込み確
認をお願いします。

　　　　　 なお、中止の場合は、パーティーリーダーに連絡します。
　　　　　 東金市教育委員会生涯学習課青少年係
　　　　　 〒283-8511東金市東岩崎1-1
申込締切▶2月12日(金)

東金市外
の方も
大歓迎！

共
通

※ 桜の開花状況などにより変更となる場合もあります。詳しくは東金市
観光協会ホームページをご覧いただくか、上記番号までお問い合わせ
ください。
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イベント＆タウン情報

　みのりの郷東金は、2015年11月に道の駅になりました！さらにパワーアップした「東金のおいしい・たのしい魅力情報発信基地」をぜひご利用く
ださいませ。
　緑花木市場では、3月中旬～5月上旬に遠方からも多くのお客様が訪れる恒例の「つつじ・しゃくなげまつり」を開催いたします。春色の彩り鮮や
かな花が見応えです。

Event & Town Information

問合せ先▶県立東金青年の家　☎0475-54-1301
URL▶http://tougane-youth.jp/

問合せ先▶千葉県立農業大学校　☎0475-52-5140
　　　　　東金市家之子1059

平成28年 千葉県立東金青年の家 主催事業庭園設計と作庭講座の開催について

みんな集まれ！
どなたでも参加できます（参加費無料）。

東青・春のフェスティバル
日　　時▶3月13日（日）　10:00 ～15:00
場　　所▶県立東金青年の家
費　　用▶入場無料
内　　容▶ 青年の家利用団体、地域の方々の協力による交流と体験のフェ

スティバル

東青・バンドフェスティバル
日　　時▶3月13日（日）　10:00 ～15:00
場　　所▶県立東金青年の家
費　　用▶入場無料
内　　容▶ アマチュアバンドの野外演奏会

　植木生産振興の一環として、庭園設計と作庭講座を開催します。
この講座は、植木生産者や造園業者、本講座に興味のある方を対象に、
庭園設計図の描き方の解説、及び設計した小庭園づくりを実習します。
日　　時▶2月24日（水）から26日（金）の3日間　午前10時から午後4時
場　　所▶千葉県立農業大学校　東金市家之子1059
　　　　　☎0475-52-5140
講座の内容及び講師
講座内容▶2月24日（水）：庭園の平面図の描き方の講義と製図
　　　　　2月25日（木）：庭園の透視図の描き方の講義と製図
　　　　　2月26日（金）：設計した小庭園（坪庭）づくり（実習）
講　　師▶ （有）重森庭園設計研究室　代表　重森千靑　先生
募集人員▶30名（先着順）　（30名超えた方には連絡します）
参加費用▶無料（但し、テキスト2,100円、傷害保険料200円程度）
参加申込み方法及び締切日▶
　 講座名（作庭講座）、氏名、住所、電話番号、テキスト希望の有無、所

属を記入の上、2月12日（金）必着で、郵送またはファクシミリ又は持参
願います。

持 ち 物▶筆記用具、昼食、飲み物、帽子、雨具
　2月24・25日… 製図用具（三角定規、三角スケール
　　　　　　　　HB0.3mmのシャープペンシル他）
　2月26日……… 作業服、安全帽、軍手、剪定バサミ
　　　　　　　　剪定用ノコギリ、植木バサミ

道の駅みのりの郷東金 イベント情報
問合せ先▶道の駅みのりの郷東金　☎0475-53-3615

URL▶http://minorinosato-togane.com　メール▶info-genki@minorinosato-togane.com

道の駅みのりの郷東金でいちご狩り体験！
　1月15日より道の駅みのりの郷東金では「いちご狩り」（火曜日を除
く）をスタートしました。完熟のいちごをタップリとお召し上がりく
ださい。車いすでも入場可能です。
いちご狩り予約電話番号　☎0475-53-3870

2月11日は猫の日！
猫ちゃんフォトコンテスト開催！
　わが家自慢の猫ちゃんの写真を大募集！（募集期間2016年1月20
～2月15日）みのりの郷東金マルチビジョンにてフォトコンテスト

（2016年2月20 ～28日）を開催し、投票いただいた方の中から抽選
で1名様、また、選ばれた最優秀作品にはプレゼントをご用意いたし
ます。4月2～3日の2日間に開催する「みのりの郷東金2周年大感謝祭」
内にて表彰の予定です。

みのりの郷東金オープン2周年イベント
　おかげさまでみのりの郷東金は2016年4月にオープン2周年を迎
えます。みのりの郷東金を支えてくださっている地域の皆様に感謝を
込めて、4月2日（土）と3日（日）の2日間「みのりの郷東金2周年大感
謝祭」を開催いたします！イベント、プレゼント盛りだくさんで皆様の
ご来店を心よりお待ちしております。

御成街道
別名「提灯街道」「一夜街道」「権現街道」とも呼ばれる東金御成街道は、慶長18年（1613年）12月、徳川家康から東金辺鷹狩りの準備の命を受けた
佐倉城主・土井利勝が、突貫工事で完成させた道です。東金御殿へと通じる道筋に、古道の面影を訪ねます。9



 

 

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金こども科学館　親子で遊べる科学＆工作教室
問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）

FAX0475-55-6216　URL▶http://www.tsc.tobunspo.or.jp/　Eメール▶tsc@isis.ocn.ne.jp

平成28年　東金アリーナ関連のスポーツ案内
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

事業名 時間・曜日 平成28年度　日程 対象・募集人数 参加費
あすなろチャレンジアップクラブ

（旧元気塾）
（午前・午後クラス開催）

9：30 ～10：50（火）
1期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上

各クラス40名 各クラス　5,000円13：30 ～14：50（火）
キレイになるヨガ教室 11：15 ～12：30（火） 1期　4月～8月開催予定　全15回 16歳以上30名 8,000円
かんたんステップ教室 9：20 ～10：20（水） 1期　4月～8月開催予定　全12回 16歳以上20名 4,200円
ダンベルエアロビクス教室 10：30 ～11：30（水） 1期　4月～8月開催予定　全12回 16歳以上20名 3,500円
初心者の為のアリーナ太極拳 10：00 ～11：00（水） 1期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上30名 3,000円
初級マットピラティス教室 13：00 ～14：30（水） 1期　4月～7月開催予定　全10回 16歳以上25名 6,000円
初めてのフラダンス教室 9：30 ～10：50（木） 　1期　4月～9月開催予定　全16回 16歳以上25名 8,000円
青竹体操教室 11：10 ～12：10（木） 1期　4月～7月開催予定　全12回 16歳以上20名 4,000円
筋力バランス向上教室 11：15 ～12：30（木） 1期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上50名 3,000円
スポーツ吹矢教室

（木曜・土曜クラス開催）
13：00 ～15：00（木） 1期　4月～8月開催予定　全10回 16歳以上

各クラス20名
各クラス　3,000円

（吹矢セット10,000円）9：00 ～11：00（土）

触覚ボール・セルフケア教室 11：15 ～12：15（金） 1期　4月～9月開催予定　全10回 16歳以上35名 4,000円
（ボール代1,050円）

100転体操教室 11：00 ～12：00（金） 1期　4月～9月開催予定　全10回 16歳以上35名 4,000円
シニア卓球教室 12：30 ～15：00（金） 1期　4月～7月開催予定　全10回 50歳以上40名 4,000円
初級エアロビクス教室 9：50 ～10：50（土） 1期　4月～7月開催予定　全12回 16歳以上20名 3,500円
中級エアロビクス教室 11：00 ～12：00（土） 1期　4月～7月開催予定　全12回 16歳以上20名 3,500円

フレッシュバレーボール教室 　17：00 ～19：00（週末） 年間を通して月1回～2回週末
（全16回程度を予定） 小学生対象

30名
3年生～6年生 2,400円

1・2年生は17：00 ～18：30 4月～開催予定　　 1年生～2年生 1,600円

※詳しくは東金アリーナホームページをご覧ください。※上記、詳細変更になる場合があります。

※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細変更になる場合があります。

事前申し込みです。お電話でお申込みください。定員を超えた場合は抽選とし参加の可否はご連絡します。

共通

東千葉スポーツクラブ教室事業案内　（東金アリーナ共催事業）

東金アリーナ教室事業案内

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ少年空手教室、健康ヨガ教室が開催されています。詳細は、お問い合わせください。
申し込み・問合せ先

▲

東千葉スポーツクラブ　☎0475-52-6020

アリーナフットサルカップ

■パソコン教室 「Tシャツをデザインしよう！」 ■自然科学教室「ハチミツのひみつ」

★「おもちゃの病院」 毎月第2、4日曜日　午後1時～3時30分　無料  （部品代は実費を頂きます。）

対　象▶ 高校生以上のチーム（高校生のみのチームは成人エントリー必要）
参加費▶ 各カップ戦　1チーム15,000円（参加費は当日徴収）
　　　　　※別途保険代1名×100円
募　集▶ 各カップ戦　先着8チーム　先着順（集まり次第〆切）
　　　　東金アリーナ事務所窓口にてエントリー・申込受付
その他▶対戦表は当日配布します

主催：東金アリーナフットサルカップ　代表　加藤竜大 　共催：（公財）東金文化・スポーツ振興財団　東金アリーナ

▶年間５回開催予定（日程調整中） 
《開催時間》
　　18：30～21：00（閉会式含む）
　　19：00試合開始　※1試合10分を1本とする
場　所▶東金アリーナ　メインアリーナ

6月18日（土）　①9：30　②13：30　参加費50円
各10名　綿白無地Tシャツ持参

7月2日（土）　13：30　参加費50円　20名

パソコンのお絵かきソフトを使っ
てデザインして熱転写します。図
案を考えておくと迷わず丁寧に仕
上げられるよ。Tシャツはぴった
りサイズの「綿の白無地」を各自用
意してね。

平成28年度「子どもゆめ基金助成活動」
に申請中。講師は千葉県立中央博物館の
宮野伸也先生。花のミツはどのようにし
てハチミツになるのかなあ。ハチミツし
ぼりも体験するんだ！しぼったハチミツ
は持ち帰れるよ。

東金御殿跡
徳川家康が鷹狩りに来遊する際の宿泊所として、東金御殿が建てられました。ここには家康が2回、秀忠が7回来遊しました。

現在は千葉県立東金高等学校になっており、八鶴湖沿いの道に解説板が設置されています。 10



散
歩
道

連
載　

さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

『
上
総
木
綿
』
そ
の
光
と
影

　
木
綿
栽
培
の
起
源
は
、
今
の
と
こ
ろ
イ
ン
ド
・
東
パ
キ
ス
タ

ン
に
あ
っ
た
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国
―
朝
鮮
―
日
本
へ
と
伝

わ
っ
た
の
か
不
明
な
所
で
あ
る
が
、
推
察
す
る
と
西
ア
ジ
ア
及

び
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
に
一
旦
伝
わ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中

国
（
唐
あ
る
い
は
北
宋
の
時
代
）
に
伝
来
し
た
と
考
え
る
（
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
私
見
）。

　
日
本
の
史
料
『
日
本
後
紀
』
に
は
奈
良
時
代
の
終
わ
り
頃
に

三
河
国
に
漂
着
し
た
崑
崙
人
（
イ
ン
ド
人
）
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

継
続
さ
れ
ず
、
ま
た
不
明
確
な
面
も
あ
り
実
証
に
厳
し
い
。
そ

の
後
に
明
や
朝
鮮
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
た
こ
と
か
ら
長
く
高
級

品
扱
い
と
な
り
逆
に
普
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
十
六

世
紀
以
降
、
全
国
的
に
綿
布
の
重
要
が
高
ま
り
、
江
戸
時
代
に

は
近
畿
、
関
西
地
域
を
中
心
に
綿
花
の
大
生
産
地
帯
が
形
成
さ

れ
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
国
産
化
が
進
み
全
国
的
に
広
が
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
綿
花
産
業
は
大
き
な
産
業
と
な
り
、
木

綿
問
屋
の
形
成
、
綿
を
染
め
る
染
料
の
藍
、
綿
花
栽
培
に
欠
か

せ
な
い
肥
料
（
干ほ

鰯し
か
・
〆し
め
粕か
す
等
）
な
ど
関
連
産
業
の
盛
況
は
目

を
見
張
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
木
綿（cotton

）は
綿（
わ
た
）、
綿
花
と
も
い
わ
れ
、

ワ
タ
に
な
る
種
子
か
ら
取
れ
る
繊
維
の
こ
と
。
ワ
タ

と
は
ア
オ
イ
科
ワ
タ
属
の
多
年
草
の
総
称
で
、
こ
の

繊
維
は
伸
び
に
く
く
丈
夫
、
吸
湿
性
が
あ
り
ソ
フ
ト

な
肌
触
り
の
た
め
、
今
で
は
下
着
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。
な
お
、
単
に
綿
・
棉（
め
ん
）と
も
言
い
、
厳

密
に
は
摘
み
取
っ
た
状
態
の
も
の
が
棉
、
種
子
を
取

り
除
い
た
後
の
状
態
の
も
の
が
綿
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
木
綿
の
起
源
と

　
日
本
伝
来
の
歴
史
的
概
観

多田屋と大野一角丸半てん（野口家蔵）：多田屋の創業は能勢家であり、粋なデザイン。一角丸は小児用薬剤で、
大野傳兵衛（六代秀澄）が幕末に販売したという。佐藤信淵との交流も推測されている（『東金市史総集編五』）。

道の駅みのりの郷東金　
四季折々の顔を見せてくれる「緑化木市場」、市内外の生産者の皆様が育てた野菜・米や乳製品等の加工品を取り揃えた「東金マルシェ」、
地元食材を使ったパスタランチをはじめ、こだわりのスイーツなど盛りだくさんのレストラン「とっチーノ」があります。11



　
上
総
木
綿
の
起
こ
り
と
そ
の
経
緯

　
房
総
の
綿
織
物
が
記
載
さ
れ
た
初
見
の
書
物
は
、
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）
の
俳
書
『
毛
吹
草
』
で
「
安
房
の
木
綿
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
俳
人
松
江
重
頼
が
題
材
と
し
て

各
地
の
物
産
品
を
紹
介
、
安
房
の
名
物
は
苔
、
鰹
、
木
綿
と
記

載
。
ち
な
み
に
同
書
の
上
総
の
箇
所
に
は
「
東
金
蛤
」
が
記
さ

れ
て
い
る
。
面
白
い
。

　
さ
て
綿
織
物
は
、
古
文
書
等
か
ら
農
閑
期
の
女
性
の
仕
事
で

機
織
り
と
し
て
広
く
普
及
し
た
。
綿
は
砂
地
で
も
十
分
育
つ
性

質
を
も
ち
、
し
か
も
染
料
に
用
い
ら
れ
る
藍
の
栽
培
に
欠
か
せ

な
い
干
鰯
や
〆
粕
な
ど
の
肥
料
が
容
易
に
調
達
で
き
る
環
境
で

あ
っ
た
九
十
九
里
地
域
は
、
と
く
に
木
綿
織
物
の
発
達
を
み
た

と
考
え
る
。
ま
た
元
禄
の
大
地
震
（
大
津
・
一
七
〇
三
年
）
に

よ
り
九
十
九
里
沿
岸
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、
漁
業
の
一
時
的

な
衰
退
と
な
っ
た
時
期
に
こ
の
木
綿
織
物
が
地
域
を
助
け
た
と

い
え
る
（
こ
こ
に
逞
し
く
生
き
る
女
性
の
強
さ
を
感
じ
る
）。

　
九
十
九
里
地
域
の
農
村
の
村
明
細
帳
（
享
保
以
降
一
七
一
六

～
）
に
は
「
木
綿
稼
」「
木
綿
織
」
の
記
載
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、

そ
し
て
文
化・文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
以
降
に
は
「
上

総
木
綿
」
が
江
戸
の
川
柳
に
登
場
す
る
ほ
ど
広
く
知
れ
渡
り
、

名
産
品
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。（『
千
葉
県
の
歴

史　
通
史
編
近
世
Ⅰ
』）。
ま
た
大ま

豆め

谷さ
く
村
（
現
在
の
東
金
市
大

豆
谷
）
に
居
た
江
戸
期
の
三
大
農
学
者
の
一
人
、

佐
藤
信の
ぶ
淵ひ
ろ

の
指
導
・
普
及
活
動
も
地
元
に
と
っ
て
は
心
強
い
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
こ
こ
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
こ
の
上
総
木
綿
に
つ
い
て
江

戸
市
中
で
は
丈
夫
で
長
持
ち
、
丈た

け
は
ち
ょ
っ
と
短
い
が
値
も
安

い
こ
と
を
引
っ
か
け
て
、
上
総
木
綿
と
い
え
ば
「
情
無
し
男
」

を
意
味
す
る
代
名
詞
と
し
て
よ
く
“
遊
里
”
な
ど
で
使
わ
れ
た

と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
商
品
と
し
て
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
大
き
く
飛
躍
さ

せ
た
の
が
「
八
日
市
場
木
綿
」
の
登
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
総

木
綿
と
地
域
的
に
重
な
り
そ
の
区
分
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
こ

の
八
日
市
場
木
綿
の
記
録
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
『
関か

ん

東と
う

木も

綿め
ん

訳わ
け

合あ
い

書か
き

上あ
げ

』（
東
京
大
学
経
済
学
図
書
館
・
経
済
学
部

資
料
室
蔵
）
に
み
え
る
。
こ
の
史
料
は
、
木
綿
問
屋
の

白
子

組
が
小
売
店
の
白
木
屋
に
売
り
込
む
際
に
出
し
た
文
書
（
日
本

橋
の
呉
服
店
白
木
屋
―
東
急
百
貨
店
の
前
身
―
の
史
料
）
で
あ

り
、
そ
の
他
に
関
東
木
綿
仕
入
高
（
写
）
に
は
白
子
組
が
木
綿

の
産
地
で
知
ら
れ
る
下
野
真
岡
、
武
州
岩
槻
、
そ
し
て
八
日
市

場
の
各
問
屋
と
多
く
の
取
引
を
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　
さ
て
九
十
九
里
沿
岸
地
域
の
上
総
木
綿・機は

た
屋
の
発
展
に
は
、

幕
末
か
ら
商
業
地
と
し
て
名
を
馳
せ
た
東
金
の
存
在
は
大
き
な

役
割
を
持
つ
。
と
く
に
木
綿
買
次
問
屋
「
あ
ぶ
で
ん
」（
田
間

古
川
傳
七
商
店
）
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
生
ま
れ
の
傳

七
が
片
貝
村
の
商
人
家
に
奉
公
に
出
て
、
江
戸
と
の
商
売
を
学

び
そ
れ
を
土
台
に
上
総
木
綿
の
取
引
を
行
っ
た
と
い
う
。
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
の
『
判
取
帳
』（
あ
ぶ
で
ん
蔵
）
に
は
当

時
の
取
引
先
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
し
て
商
売
の
内
容

が
う
か
が
え
る
。
木
綿
問
屋
は
も
ち
ろ
ん
、真
綿
問
屋
、鰹
節・

塩
干
肴
問
屋
、
乾
物
問
屋
、
江
戸
紙
問
屋
な
ど

江
戸
十と

組く
み
問

屋
か
ら
続
く
名
店
並
び
に
新
規
参
入
し
た
商
人
と
も
取
引
を
頻

繁
に
行
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
明
治
初
期
創
業
の
通
称
「
ゲ
タ
モ
」（
片
岡
商
店
）
は
、

同
店
の
木
綿
買
入
帳
な
ど
か
ら
現
在
の
長
生
村
を
含
め
た

九
十
九
里
地
域
の
農
村
地
帯
か
ら
木
綿
布
を
仕
入
れ
東
京
に
販

売
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
こ
の
ゲ
タ
モ
の
創
業

者
が
「
あ
ぶ
で
ん
」
で
番
頭
を
や
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　
明
治
以
降
の
盛
衰

　
明
治
に
入
る
と
、
上
総
木
綿
の
工
場
工
業
化
は
更
に
進
み
、

さ
ら
に
質
の
良
さ
も
認
め
ら
れ
、
遠
州
木
綿
や
三
河
木
綿
な
ど

と
比
肩
す
る
ほ
ど
そ
の
名
が
広
く
知
れ
渡
っ
た
。
ま
た
明
治
の

中
ご
ろ
、
足
踏
機
（
中
山
式
）
を
遠
州
か
ら
求
め
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
機
織
業
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
た
。　

　
と
こ
ろ
が
明
治
二
七・
二
八
年
、
日
清
戦
争
が
起
こ
る
と
工

業
の
急
激
な
発
展
と
な
り
、
日
本
の
各
地
に
紡
績
会
社
が
設
立

さ
れ
、
九
十
九
里
地
方
に
も
地
元
産
業
を
圧
迫
す
る
動
き
と
な

り
、
さ
ら
に
地
曳
網
の
大
不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
上
総
木
綿
も
か

な
り
打
撃
を
受
け
た
。
だ
が
こ
の
漁
民
生
活
を
救
う
こ
と
、
織

物
業
の
振
興
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
も

「
上
総
織
物
同
業
組

松江重頼著『毛吹草』（早稲田大学図書館蔵）

「
あ
ぶ
で
ん
」（
古
川
傅
七
商
店
）
の
帳
簿
類
～
安
政
七
年
の

「
判
取
帳
」
が
残
っ
て
い
る

東金ぶどう郷
県下一のスケールを誇る「東金ぶどう郷」では、秋のシーズンになるとぶどう狩りが楽しめます。

巨峰やオンタリオなど10種類以上が栽培されています。また、ぶどう棚の下でバーベキューも楽しめます。 12



備
、
新
式
の
自
動
機

織
（

足
踏
式
織
物

機
）
の
普
及
、
製
品

も
小
幅
も
の
か
ら
大

幅
も
の
に
替
わ
り
、

最
盛
期
に
は
家
内
工

業
二
五
〇
余
、
織
元

七
七
、
賃
織
り
業
者

一
五
〇
〇
余
と
な
っ

た
。
皮
肉
に
も
戦
争

好
景
気
で
黄
金
時
代

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
関
東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
）
に

よ
り
、
一
気
に
大
き
な
需
要
を
呼
び
、
設
備
投
資
・
新
規
工
場

の
建
設
が
相
次
い
だ
。
別
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
山
武

郡
で
も
か
な
り
の
盛
況
が
窺
え
る
。
こ
う
し
て
上
総
木
綿
は
年

間
約
十
万
反
の
生
産
、
販
売
区
域
も
千
葉
県
は
も
ち
ろ
ん
関
東

一
円
、
福
島
・
宮
城
ま
で
及
ぶ
に
至
っ
た
。
ち
な
み
に
当
時
の

工
員
の
年
収
は
、
一
人
前
の
女
工
が
六
十
円
～
七
十
円
、
男
子

は
最
高
で
百
円
、
支
払
い
は
年
二
回
、
ま
た
労
働
時
間
は
朝
四

時
か
ら
始
め
六
時
半
に
朝
食
、夜
は
十
時
ま
で
の
長
時
間
労
働
、

し
か
も
反
物
の
生
産
コ
ス
ト
は
安
か
っ
た
（
一
反
の
賃
織
は
四

銭
）。
当
時
の
米
六
十
キ
ロ
は
大
正
前
半
で
五
円
～
八
円
、
後

半
は
十
円
～
十
五
円
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
政
府
に
よ
る
産
業
の

合
理
化
や
金
解
禁
政
策
の
失
敗
お
よ
び
世
界
大
恐
慌
に
よ
っ
て

忽
ち
大
不
況
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
十
二
年
の

日
支
事
変
、

昭
和
十
六
年
～
二
十
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
荒
波
を
受
け
、

ま
た
し
て
も
苦
難
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、

上
総
木
綿
は
わ
ず
か
な
織
機
を
所
持
し
て
い
た
小
倉
・
池
田
・

米
沢
・
大
矢
の
各
家
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
生
き
続
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
徐
々
に
機
数
を
増
や
し
、
昭
和
二
十
二

年
頃
か
ら
大
資
本
の
丸
紅
、
埼
玉
紡
績
、
岩
井
等
の
下
請
け
に

な
っ
た
こ
と
で
、
大
幅
も
の
の
肥
料
・
米
な
ど
の
袋
生
地
を
織

る
こ
と
と
な
り
、
上
総
木
綿
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
の

な
か
で
大
矢
機
屋
は
、
倉
敷
紡
績
と
提
携
し
ビ
ニ
ロ
ン
を
原
料

と
し
た
縫
目
の
な
い
肥
料
袋
を
考
案
し
好
評
を
得
、
し
か
も
米

合
」
を
結
成
し
苦
難
に
耐
え
た
の
で
あ
る
。

　
東
金
で
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
村
井
綿
店
が
九
十
九

里
の
真
亀
方
面
か
ら
綿
を
仕
入
れ
、
女
工
た
ち
に
よ
る
糸
繰
り

作
業
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
綿
店
は
、
農
家
と
機
屋
の

間
に
あ
っ
て
綿
打
ち
を
兼
ね
た
「
糸
屋
」
と
し
て
工
場
制
手
工

業
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
明
治
二
九
年

の
綿
花
輸
入
税
の
撤
廃
に
よ
り
、
外
国
産
の
安
価
な
綿
花
が
輸

入
さ
れ
、
国
産
は
衰
退
へ
向
か
っ
た
。
村
井
綿
店
は
綿
打
ち

の
技
術
を
活
か
し
、

布
団
綿
の
生
産
や
打

ち
直
し
に
経
営
転
換

を
図
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
現
在
で
も
綿
打

ち
を
行
う
数
少
な
い

布
団
店
で
あ
り
、
当

時
の
貴
重
な
道
具
類

が
今
で
も
残
っ
て
い

る
（
東
金
文
化
会
館

に
展
示
）。

　
ち
な
み
に
東
金
で
は
明
治
の
三
十
年
代
、
東
金
裁
縫
女
学
校

（
今
の
東
金
学
芸
高
校
）、
東
金
染
織
学
校
（
東
金
・
谷
）、
内

田
女
学
校
（
東
金
・
新
宿
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
と
く

に
東
金
染
織
学
校
は
、
山
武
郡
内
の
上
総
木
綿
の
当
事
者
や
養

産
業
の
従
事
者
な
ど
が
熱
意
を
持
っ
て
勉
学
に
励
ん
だ
と
い

う
。
女
性
に
お
け
る
勉
学
の
重
要
性
は
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

　
や
が
て
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
年
～
同
七
年
）
の
勃
発

に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
の
需
要
が
激
増
し
た
た
め
、
工
場
の
整 村井綿店（現在）

大塚哲郎機織工場・片貝村（現：九十九里町）
～写真集『九十九里』（中西月華撮影）大正五年

大矢機物会社のパンフレット等（昭和30年代）
※『東金市史』通史篇下七より

山武郡機業家名簿（大正11年～昭和初期）
町村名 字名 機業家氏名 所有機数（台）
豊海村 真　亀 山本善次郎 40

〃 小倉逸作 40
〃 宇津木三之助 24
〃 中村嘉平 12
〃 池田元吉 20
〃 小関条太郎 16
〃 小倉七次郎 12
粟　生 篠崎仙松 20
〃 松本種吉 16
〃 小高常吉 18

白里村 北今泉 池田文司 40
〃 大矢敬三 30
南今泉 米沢市郎 24
〃 内山定吉 24
〃 八角福松 16
〃 糸日谷亀吉 16
四天木 斎藤孝之助 16

福岡村 小沼田 中村基一 20
片貝町 田中荒生 大塚鉄之助 20
成東町 根蔵 小渋大吉 20

上
総
木
綿
織
物
同
業
組
合
看
板
（
あ
ぶ
で
ん
蔵
）

墨染桜
貴船神社近くの高台に、墨染桜と呼ばれる桜の古木があります。
西行が杖にしてきた山城国（京都府）深草の墨染桜の枝を地面にさし、やがて大きく成長したという伝説があります。13



追
記
：
現
在
、
東
金
文

化
会
館
に
て
歴
史
企
画

展
「
上
総
木
綿
」
を
開

催
。
貴
重
な
資
料
を
展

示
し
て
お
り
、
是
非
ご

見
学
を
！

国
か
ら
の
急
需
も
相
俟
っ
て
、
地
場
産
業
の
旗
手
と
し
て
昭
和

三
十
年
代
ま
で
好
況
の
波
に
乗
っ
た
。
そ
の
状
況
が
当
時
の
会

社
案
内
等
の
資
料
で
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
、
当
主
の

大
矢
守
一
氏
が
織
機
を
使
っ
て
ガ
ー
ゼ
の
ス
ト
ー
ル
な
ど
を
商

品
販
売
し
て
い
る
。

　
今
回
、
上
総
木
綿
に
関
す
る
取
材
等
を
通
し
て
、
こ
れ
を
継

承
し
て
い
る
方
々
に
会
う
機
会
を
得
、
そ
の
継
承
者
の
情
熱
、

心
意
気
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
こ
と
は
素
直
な
感
想
で
あ
る
。

私
も
約
十
五
年
前
、
仲
間
と
共
に
「
上
総
木
綿
の
復
活
」
と
い

う
事
業
計
画
書
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
小
学
校
一
年

生
か
ら
綿
花
の
栽
培
を
行
い
、
高
学
年
に
向
け
て
摘
み
取
り
、

精
製
、
機
織
り
、
ま
た
共
同
研
究
と
発
表
、
地
域
間
交
流
へ
と

進
み
、
卒
業
時
に
木
綿
の
記
念
作
品
を
完
成
す
る
。
こ
れ
は
六

年
間
を
通
し
た
体
験
教
室
で
あ
り
、
教
育
の
“
原
点
”
を
感
じ

る
計
画
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
だ
が
各
自
日
々
の

仕
事
に
追
わ
れ
、
や
が
て
忘
れ
ら
れ
部
屋
の
片
隅
に
追
い
や
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
機
会
に
再
び
読
み
直
し
た
こ
と
は
何
か
の
縁

を
感
じ
る
。

　
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
僅
か
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

上
総
木
綿
の
伝
統
を
復
活
し
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
ま
ち
の
特
産
品
と
す
る
こ
と
は
昨
今
の
「
地
方
創
生
」
の
視

点
か
ら
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
も
し
れ
な
い
。　
　
　
（
青
木
）

松
井
天
山
著
『
千
葉
県
市
街
鳥
瞰
図
』（
昭
和
二
年
）

大
矢
機
屋
工
場
内
の
様
子
（
現
在
）

染
料
の
一
部
工
程（
現
大
矢
機
屋
に
て
）

　 佐藤信淵：江戸後期の農政学者。1769年、出
羽国（現 山形・秋田県）の生まれ。宇田川玄随や平
田篤胤らに師事。研究は農政・物産・海防・天文・国
学など多岐にわたる。著「経済要録」「農政本論」
等。東金・大豆谷等に三回ほど来訪し、居住期間
は二十年以上に及んだ。

　 江戸十組問屋：江戸時代、大坂から江戸
に送られてくる商品「下り荷物」を取り扱う
江戸問屋がつくった問屋仲間。この荷物は
横領などが頻繁に起こったので、江戸商人
大坂屋伊兵衛が発起人となり、元禄七年

（1694）十組問屋仲間を結成。

　 足踏式織物機：大沼田の大木勇吉が大
正五年に、静岡県浜松からこれを購入、
これを改良して大木式織機（動力化）とし
て売り出した。（『忘れえぬかも―故里の
歴史をさぐる―』大網白里町郷土研究会
　平成十二年）

　 日支事変：昭和十二年七月の慮溝橋事
件を引き金に起こった日中戦争。はじ
め日本政府は支那（日支）事変ともよん
だが、その後戦線は全中国に拡大し、太
平洋戦争に発展。

　 上総織物同業組合：白里村（当時）に大矢・
米沼・栗原、豊海村に小倉・山本・池田、白潟
村に森川・森佐・河野・鎗田、大沼田村に大
木、などの諸家がいた。大正十四年に解散。

（『東金市史通史編下七』より）

　 白子組：伊勢商人で組織された木綿問屋。伊
勢の白子港（現 鈴鹿市）を拠点に上方木綿を江戸
に輸送。江戸には伊勢商人が中心になった大伝
馬町組と畿内の商人による白子組の木綿問屋が
あった。（千葉県立房総のむら特別展「もめん―
房総の木綿文化―」より）

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月～金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時～午後4時です。
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の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
中
の
一
人
に
小

倉
惣
次
郎
の
名
前
も
上
り
代
人
を
通
じ
て

招
聘
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
や
が
て
惣

次
郎
や
七
代
目
を
襲
名
す
る
男
子
も
茂
八

の
下
に
集
ま
り
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
技

術
を
習
得
。
特
に
茂
八
が
粗
削
り
し
た
原

　

次
に
『
彫
工
左
氏
後
藤
氏
世
系
図
』（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
調
査
す
る
と
茂
八

を
名
乗
っ
た
彫
刻
師
が
二
名
い
た
。
名
前

は
茂
精
と
徳
章
で
あ
る
。
と
く
に
徳
章
は

「
邦
教
門
人
・
吉
田
茂
八
・
東
都
産　

今

川
橋
邉
※
住
・
享
保
十
一
丙
午
十
月
五
日

死
」（
同
史
料
）
と
記
さ
れ
て
い
る
（
※

現
神
田
駅
付
近
）。
徳
章
の
師
匠
で
あ
る

邦
教
は
、
上
州
花
輪
の
出
身
・
本
名
を
蜷

川
佐
平
太
と
称
し
た
が
寛
文
年
間
に
名
を

高
松
又
八
郎
邦
教
と
改
名
。

　

邦
教
は
東
金
武
射
田
地
区
の
鎮
守
武
射

神
社
の
建
築
に
関
係
。
偶
然
、
同
神
社
の

改
築
工
事
を
担
当
さ
れ
た
大
工
棟
梁 

醍

醐
氏
の
ご
了
解
も
あ
り
、
時
間
を
か
け
神

社
を
細
見
し
た
と
こ
ろ
本
殿
脇
障
子
裏
面

部
分
に
墨
書
を
発
見
す
る
。

当
社
彫
物
一
式
者
江
戸
九
軒
町
御
彫
物
頭
立

　
　
　
　
　
高
松
又
八
郎
邦
教
（
花
押
）

　

高
松
姓
と
い
え
ば
東
金
松
之
郷
鎮
守

八
坂
神
社
本
殿
蟇
股
に
も
邦
教
と
同
姓
の

高
松
姓
を
名
乗
る
国
貞
の
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
邦
教
の
弟
子
徳
章
こ
と

吉
田
茂
八
も
邦
教
と
共
に
東
金
に
来
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
徳
章

の
直
弟
子
正
綱
（
初
代
後
藤
茂
右
衛
門
）

の
孫
弟
子　

初
代
長
坂
猪
之
助
こ
と
長
坂

友
雅
は
隣
市
大
網
白
里
市
の
日
蓮
宗
本
国

寺
に
彫
刻
を
施
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
『
茂
八
』
と
い
う
名
前
は
彫
刻
師
の
中

で
は
当
時
知
ら
ぬ
人
は
い
な
い
程
知
れ

渡
っ
て
い
た
名
前
で
あ
っ
た
。
た
だ
大
木

茂
八
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
何
故
茂
八
を

名
乗
っ
た
か
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
現

在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
小
倉
惣
次
郎
は
故
郷
下
郡
で

二
十
歳
ま
で
過
ご
し
た
が
伯
父
に
「
東
金

の
彫
刻
師
」
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
改
め
て

彫
り
物
の
修
業
を
す
る
旨
を
告
げ
草
鞋
を

履
く
。
弟
子
入
り
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

日
蓮
宗
最
福
寺
に
残
る
棟
札
の
墨
書
及
び

過
去
帖
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
三
年
（
１
８

４
２
）
壬
寅
三
月
二
十
八
日
現
在
大
木
家

は
四
代
茂
八
こ
と
丑
太
郎
の
母
（
七
十

歳
）、
丑
太
郎
（
四
十
五
歳
）、
妻
（
四
十

一
歳
）、長
女
（
二
十
四
歳
）、長
男
（
十
歳
）

の
五
人
家
族
。弟
子
に
は
小
林
亦
右
衛
門
、

作
次
郎
の
親
で
あ
る
植
松
清
蔵
、
台
方
の

今
井
千
代
松
、
戸
村
寛
次
郎
そ
し
て
岩
船

の
市
原
徳
蔵
等
が
お
り
、
ま
さ
に
大
木
家

の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
次
々
と
身
内
が
他
界
し
、
万

延
元
年
（
１
８
６
０
）
以
降
、
丑
太
郎
茂

八
と
年
老
い
た
母
の
二
人
と
な
っ
て
し
ま

う
。
丑
太
郎
に
と
っ
て
代
々
継
承
し
て
き

た
大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
こ
と
茂
八
の
名
称

が
自
分
の
代
で
終
わ
る
こ
と
の
辛
さ
、
残

念
さ
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
は

ず
。
そ
こ
で
丑
太
郎
が
考
え
た
こ
と
は
、

茂
八
を
継
承
す
る
男
性
を
若
い
彫
刻
師
志

望
の
人
材
の
中
か
ら
選
び
出
し
育
成
。
も

し
丑
太
郎
の
目
か
ら
見
て
茂
八
の
名
を
受

け
継
ぐ
に
値
す
る
人
材
が
出
現
す
れ
ば
、

そ
の
折
は
そ
の
男
性
に
名
跡
を
譲
り
自
分

は
引
き
下
が
る
覚
悟
を
決
め
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
当
然
こ
の
話
は
弟

子
、
縁
者
に
も
告
げ
る
と
と
も
に
自
ら
も

若
き
彫
刻
師
志
望
の
人
材
を
捜
し
始
め
た

形
に
細
部
ま
で
彫
り
す
す
め
て
い
く
二
人

の
技
量
と
才
能
に
丑
太
郎
は
驚
き
将
来
継

承
す
る
茂
八
の
姿
を
想
像
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。
丑
太
郎
は
時
期
を
み
て
二
人
を
呼
び

大
木
飛
弾
藤
原
綱
行
こ
と
茂
八
の
名
跡
を

継
い
で
も
ら
い
た
い
旨
の
話
を
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
う
が
ね

　

し
か
し
、
惣
次
郎
は
丑
太
郎
の
心
の
温

か
さ
に
恩
義
を
感
じ
な
が
ら
も
言
葉
少
な

く
辞
退
す
る
。
そ
の
結
果
、
丑
太
郎
の
も

と
を
離
れ
る
決
意
を
し
て
東
金
か
ら
再
び

故
郷
下
郡
へ
戻
っ
た
と
思
え
る
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
惣
次
郎
と
共
に
修
業
し
た

男
子
は
七
代
茂
八
を
襲
名
。

　

明
治
四
年
、
丑
太
郎
茂
八
は
他
界
す
る

が
指
導
を
受
け
た
惣
次
郎
と
七
代
茂
八
は

共
に
名
声
を
得
る
。
両
者
は
僅
か
数
年
の

期
間
の
出
会
い
で
あ
っ
た
が
生
涯
を
通
じ

て
意
識
し
あ
い
、
茂
八
は
惣
次
郎
の
活
躍

を
聞
い
て
は
自
ら
の
木
彫
に
力
を
注
ぎ
、

後
年
丑
太
郎
茂
八
を
超
え
る
が
ご
と
く
誰

し
も
が
認
め
る
宮
大
工
と
な
る
。
ま
た
、

小
倉
惣
次
郎
は
ラ
グ
―
ザ
ー
と
の
出
会
い

に
よ
り
茂
八
か
ら
受
け
た
技
術
を
生
か
す

彫
塑
の
道
へ
進
み
、
明
治
期
の
彫
塑
界
を

索
引
。
多
く
の
作
品
を
制
作
し
た
の
で
あ

る
。

　

文
末
で
あ
る
が
、「
茂
八
」
発
見
か
ら

二
十
余
年
目
、
東
金
市
台
方
大
門 

日
蓮

宗
妙
福
寺
屋
根
改
修
工
事
の
折
発
見
し
た

棟
札
の
墨
書
か
ら
小
倉
惣
次
郎
が
指
導
を

受
け
た
「
東
金
の
彫
刻
師
」
の
名
は
、
大

木
茂
八
雅
廣
で
あ
る
と
確
認
し
た
。

　

地
元
の
東
金
に
於
い
て
、
大
木
茂
八
の

名
前
を
知
る
方
は
少
な
く
、
ま
た
東
金
に

残
る
史
料
の
中
で
も
小
倉
惣
次
郎
の
名
前

を
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
最
福
寺
御
住
職
山
岡
日
俊
上
人
の

ご
協
力
を
得
、
貴
重
な
過
去
帖
を
拝
見
す

る
こ
と
が
出
来
、
他
史
料
に
お
い
て
は
加

藤
時
男
氏
、
武
田
勘
七
郎
氏
そ
し
て
東
金

市
立
図
書
館
の
皆
様
の
御
力
を
賜
っ
た
こ

と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
高　

和
夫
）

歴
史
ば
な
史
小
倉
惣
次
郎
と
東
金
の
彫
刻
師
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
下
）

松
井
天
山
画「
千
葉
県
東
金
町
鳥
瞰
」昭
和
二
年

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター　☎0475-54-0367
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そ
れ
か
ら
数
日
が
経
っ
た
。
ク
ラ
ス
が
静
か

に
見
え
た
の
は
、
口
の
出
る
女
子
が
自
由
と

平
等
を
盾
に
男
子
を
や
り
込
め
る
結
果
、
男

子
が
萎 い

 し
ゅ
く

縮
し
て
い
る
せ
い
だ
と
幸
平
は
気
付

い
た
。

　
更
に
数
週
間
た
っ
た
あ
る
昼
休
み
の
こ
と

だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
で
栽
培
し
て
い
る
菜
園
か

ら
キ
ュ
ウ
リ
を
採
り
給
食
室
に
届
け
た
中
に

腐
り
か
け
た
も
の
が
一
本
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
教
室
に
持
ち
帰
っ
た
女
子
が
、
ゴ
ミ
箱
め

が
け
て
投
げ
た
の
だ
っ
た
。
キ
ュ
ウ
リ
は
ゴ

ミ
箱
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
子
は
首
を
す

く
め
「
オ
ー
ノ
ー
」
と
お
ど
け
た
だ
け
で
入

れ
直
そ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
見
て

い
た
男
子
が
、

「
き
た
ね
え
だ
ろ
。
ち
ゃ
ん
と
入
れ
直
せ
よ
」

声
高
に
言
っ
た
。
す
る
と
そ
の
女
子
生
徒
は
、

「
掃
除
の
時
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
。
何
時
や

る
か
は
自
由
で
し
ょ
。
待
て
な
い
な
ら
気
が

つ
い
た
人
が
や
れ
っ
て
畑
中
先
生
は
言
っ
て

た
じ
ゃ
ん
」

と
言
い
返
し
た
。
す
る
と
他
の
男
子
が
、

「
だ
い
た
い
ゴ
ミ
を
投
げ
る
の
が
間
違
っ
て

ん
だ
よ
」

と
言
う
と
、
女
子
が
数
人
集
ま
り
、

「
投
げ
た
っ
て
い
い
で
し
ょ
。
投
げ
る
の
も

自
由
だ
か
ら
ね
。
あ
ん
た
だ
っ
て
こ
の
前
投

げ
た
じ
ゃ
ん
」

「
あ
の
時
は
入
っ
た
じ
ゃ
ね
え
か
」
「
入
っ

た
か
ど
う
か
を
言
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。
投

げ
る
の
は
自
由
だ
っ
て
こ
と
よ
」

す
る
と
近
く
に
居
た
女
子
生
徒
が
口
を
挟
み
、

「
人
の
自
由
を
束そ

く

縛ば
く

す
る
の
は
人
間
と
し
て

最
低
だ
っ
て
畑
中
先
生
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

こ
の
最
低
人
間
」

バ
ッ
カ
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
皆

が
笑
っ
た
。

「
あ
っ
、
俺
が
前
に
、
女
子
に
馬
鹿
っ
て

言
っ
た
ら
女
子
が
み
ん
な
で
『
腕
力
を
背
景

に
馬
鹿
と
言
っ
た
。
平
等
精
神
に
欠
け
る
』

と
か
言
っ
て
、
俺
つ
る
し
あ
げ
ら
れ
た
ん
だ

け
ど
、
今
は
み
ん
な
笑
っ
て
る
。
こ
れ
っ
て

絶
対
平
等
じ
ゃ
な
い
す
」

「
だ
か
ら
言
っ
て
る
じ
ゃ
ん
。
腕
力
を
背
景

に
し
て
っ
て
」

「
そ
れ
変
だ
よ
。
暴
力
を
振
る
わ
な
い
よ
う

生
徒
指
導
部
か
ら
言
わ
れ
て
る
か
ら
、
特
に

女
子
に
対
し
て
男
子
は
暴
力
を
振
る
わ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
る
は
ず
だ
。
だ
け
ど
女
子
は

言
葉
の
暴
力
を
平
気
で
振
る
っ
て
る
」

す
る
と
別
の
男
子
が
、

「
も
う
担
任
は
女
じ
ゃ
ね
え
か
ら
女
の
味
方

は
い
ね
え
ぞ
」
男
子
は
一
斉
に

『
そ
う
だ
、
そ
う
だ
』

と
は
や
し
立
て
た
。

　

　
幸
平
は
中
学
三
年
の
担
任
に
な
っ
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ス
は
前
任
が
女
性
教
師
だ
っ
た

か
ら
か
、
静
か
だ
っ
た
。

「
前
任
の
畑
中
先
生
は
ど
ん
な
こ
と
を
ク
ラ

ス
目
標
に
さ
れ
て
た
の
か
な
」

幸
平
が
聞
く
と
何
人
か
が
手
を
上
げ
、
「
畑

中
先
生
は
『
平
等
と
自
由
を
重
ん
じ
る
』
と

言
っ
て
ま
し
た
」

「
そ
う
か
。
平
等
と
自
由
か
。
こ
れ
に
つ
い

て
み
ん
な
は
ど
う
思
っ
た
か
な
」
そ
う
聞
く

と
一
人
の
男
子
が
、

「
平
等
と
か
自
由
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
で
す
」
と
言
っ
た
。

「
お
や
、
ど
う
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
？
」

「
だ
っ
て
女
子
と
男
子
が
平
等
だ
と
言
っ
て

も
、
重
い
物
は
い
つ
も
男
子
に
運
ば
せ
た
り
、

掃
除
を
さ
ぼ
っ
た
罰
当
番
も
男
子
は
グ
ラ
ン

ド
十
周
で
女
子
は
五
周
で
す
」

す
る
と
女
子
の
一
人
が
、

「
体
力
が
違
う
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
。

の
の
し
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　
そ
の
様
子
を
た
ま
た
ま
見
て
い
た
幸
平
は
、

五
時
間
目
に
あ
っ
た
自
分
の
授
業
の
前
に
、

こ
の
や
り
と
り
を
話
題
に
し
た
。

　
生
徒
達
は
幸
平
が
聞
い
て
い
た
口
げ
ん
か

を
も
う
一
度
繰
り
返
す
ば
か
り
だ
っ
た
。
幸

平
は
静
か
に
話
し
出
し
た
。
「
い
い
か
み
ん

な
良
く
聞
き
な
さ
い
。
君
た
ち
は
大
き
な
間

違
い
を
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
自
由
や
平
等

と
い
う
言
葉
は
刀
の
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か

も
名
刀
だ
。
だ
が
、
い
い
加
減
に
振
り
回
す

と
人
を
傷
つ
け
る
。
自
分
の
言
動
に
責
任
が

持
て
て
、
他
人
に
敬
意
を
払
う
こ
と
が
出
来

る
人
間
が
使
い
う
る
言
葉
で
、
実
は
難
し
い

言
葉
な
ん
だ
。

　
君
た
ち
の
は
勝
手
気
ま
ま
を
自
由
と
言
い
、

個
人
差
や
特
質
を
配
慮
し
な
い
上
辺
だ
け
を
、

屁へ

理り

屈く
つ

で
平
等
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
使
う
場
面
が
実
に
そ
ま
つ
だ
。

　
名
刀
で
キ
ュ
ウ
リ
や
大
根
を
切
ろ
う
と
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
真
に
自
由
と
平
等

を
口
に
出
来
る
の
は
完
成
さ
れ
た
人
間
だ
」

「
そ
ん
な
人
、
居
る
ん
で
す
か
」

「
名
刀
を
使
い
こ
な
せ
る
人
間
が
少
な
い
よ

う
に
、
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
畑
中
先
生
は

人
間
の
完
成
を
目
指
す
目
標
の
一
つ
と
し
て

こ
の
言
葉
を
掲
げ
た
と
思
う
」
幸
平
は
更
に

言
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
言
動
が
自
由
や
平

等
を
口
に
す
る
に
値
す
る
も
の
か
ど
う
か
、

少
し
考
え
な
さ
い
」

　
す
る
と
キ
ュ
ウ
リ
を
投
げ
た
女
子
生
徒
は

黙
っ
て
立
ち
、
キ
ュ
ウ
リ
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

た
の
だ
っ
た
。
幸
平
の
顔
に
微
か
に
笑
み
が

こ
ぼ
れ
た
。 

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に収める
超短編小説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

名
刀
と
キ
ュ
ウ
リ 

文
・
高
安
義
郎

　
絵
・
芝

　
章
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の
の
し
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　
そ
の
様
子
を
た
ま
た
ま
見
て
い
た
幸
平
は
、

五
時
間
目
に
あ
っ
た
自
分
の
授
業
の
前
に
、

こ
の
や
り
と
り
を
話
題
に
し
た
。

　
生
徒
達
は
幸
平
が
聞
い
て
い
た
口
げ
ん
か

を
も
う
一
度
繰
り
返
す
ば
か
り
だ
っ
た
。
幸

平
は
静
か
に
話
し
出
し
た
。
「
い
い
か
み
ん

な
良
く
聞
き
な
さ
い
。
君
た
ち
は
大
き
な
間

違
い
を
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
自
由
や
平
等

と
い
う
言
葉
は
刀
の
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か

も
名
刀
だ
。
だ
が
、
い
い
加
減
に
振
り
回
す

と
人
を
傷
つ
け
る
。
自
分
の
言
動
に
責
任
が

持
て
て
、
他
人
に
敬
意
を
払
う
こ
と
が
出
来

る
人
間
が
使
い
う
る
言
葉
で
、
実
は
難
し
い

言
葉
な
ん
だ
。

　
君
た
ち
の
は
勝
手
気
ま
ま
を
自
由
と
言
い
、

個
人
差
や
特
質
を
配
慮
し
な
い
上
辺
だ
け
を
、

屁へ

理り

屈く
つ

で
平
等
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
使
う
場
面
が
実
に
そ
ま
つ
だ
。

　
名
刀
で
キ
ュ
ウ
リ
や
大
根
を
切
ろ
う
と
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
真
に
自
由
と
平
等

を
口
に
出
来
る
の
は
完
成
さ
れ
た
人
間
だ
」

「
そ
ん
な
人
、
居
る
ん
で
す
か
」

「
名
刀
を
使
い
こ
な
せ
る
人
間
が
少
な
い
よ

う
に
、
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
畑
中
先
生
は

人
間
の
完
成
を
目
指
す
目
標
の
一
つ
と
し
て

こ
の
言
葉
を
掲
げ
た
と
思
う
」
幸
平
は
更
に

言
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
言
動
が
自
由
や
平

等
を
口
に
す
る
に
値
す
る
も
の
か
ど
う
か
、

少
し
考
え
な
さ
い
」

　
す
る
と
キ
ュ
ウ
リ
を
投
げ
た
女
子
生
徒
は

黙
っ
て
立
ち
、
キ
ュ
ウ
リ
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

た
の
だ
っ
た
。
幸
平
の
顔
に
微
か
に
笑
み
が

こ
ぼ
れ
た
。 

　
こ
の
作
品
は
、
千
葉
市
道
場
に
あ
る
千
葉

女
子
専
門
学
校
の
学
生
が『
環
境
』と
言
う
授

業
の
中
で
書
い
た
作
品
で
す
。
千
葉
女
子
専

門
学
校
は
幼
児
教
育
を
司
る
教
員
を
養
成
す

る
学
校
と
し
て
伝
統
あ
る
専
門
学
校
で
す
。

　
幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
、
毎
月
毎
に
誕
生

会
が
催
さ
れ
、
会
の
記
念
に
誕
生
カ
ー
ド
な

ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
そ
の
カ
ー
ド

に
は
先
生
か
ら
の
一
言
が
添
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
一
言
の
参
考
と
し
て
考
え
た
の
が
こ
の

五
行
詩
で
す
。

　
五
行
詩
は
長
す
ぎ
ず
短
か
す
ぎ
ず
、
季
節

を
感
じ
さ
せ
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
五
年
間
に
学
生
が
書
き
た
め
た
作
品
か
ら

三
百
編
を
選
び
一
冊
に
収
録
し
『
は
な
ふ
ぶ

き
』と
名
付
け
た
詩
集
が
編
ま
れ
ま
し
た
。編

集
及
び
編
纂
、
添
削
は
当
校
の
講
師
で
あ
る

高
安
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
今
回
こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
、
こ
の
『
は

な
ふ
ぶ
き
』の
中
の
作
品
群
か
ら
各
月
一
編

ず
つ
選
び
ま
し
た
。
選
ん
だ
基
準
は
、
学
生

達
が
教
師
に
な
っ
た
ら
使
い
た
い
作
品
を
投

票
し
て
も
ら
い
、
高
得
票
だ
っ
た
作
品
が
中

心
で
す
。

　
実
際
に
園
児
達
に
書
き
送
る
時
は
、
難
し

い
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
い
た
だ
き
、

今
は
意
味
が
分
か
ら
な
く
と
も
、
や
が
て
分

か
る
歳
に
な
っ
た
時
、
自
分
が
愛
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
実
感
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
各
月
十
数
編
ず
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会

を
見
て
別
の
作
品
を
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

誕
生
会
カ
ー
ド
用
五
行
詩
　
千
葉
女
子
専
門
学
校
編
纂
詩
集

「
は
な
ふ
ぶ
き
」
よ
り

ポエムの窓
文・高安義郎

A window of a poem

一
月
生
ま
れ
の
子
に

お
餅
の
よ
う
に

真
っ
白
で

お
供
え
み
た
い
に

ふ
っ
く
り
丸
い

そ
ん
な
心
の
人
に
な
れ

五
月
生
ま
れ
の
子
に

母
の
日
で

「
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

お
母
さ
ん
か
ら
も

「
産
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

九
月
生
ま
れ
の
子
に

見
上
げ
て
ご
ら
ん

青
い
お
空
に

白
い
雲

き
み
の
う
ま
れ
た
九
月
は
ね

と
て
も
き
れ
い
な
空
な
ん
だ

二
月
生
ま
れ
の
子
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は              

不
思
議
な
算
数             

二
人
で
食
べ
る
と            

半
分
だ
け
ど               

笑
顔
が
二
つ
に
ふ
え
る
ん
だ

六
月
生
ま
れ
の
子
に

雨
は
涙
に
似
て
る
ん
だ

雨
は
草
木
を
喜
ば
し

涙
は
き
み
を
強
く
す
る

強
い
き
み
は

い
つ
か
み
ん
な
を
喜
ば
す

十
月
生
ま
れ
の
子
に

夢
中
で
走
れ                   

転
ん
だ
っ
て
か
ま
わ
な
い

一
生
懸
命

走
っ
た
の
な
ら

ゴ
ー
ル
は
君
の
た
め
に
あ
る

三
月
生
ま
れ
の
子
に

き
み
の
笑
顔
が

タ
ン
ポ
ポ
み
た
い
に
輝
い
て
い
る

い
つ
か
白
い
綿
毛
に
な
っ
て

世
界
中
に
飛
ん
で
い
け

き
み
へ
の
誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ね

七
月
生
ま
れ
の
子
に

ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
っ
て
い
た

か
わ
い
い
君
に
会
え
る
の
を

七
夕
様
が
か
な
え
て
く
れ
た

き
れ
い
な
星
の
か
が
や
く
夜
に

か
わ
い
い
君
に
会
え
た
ん
だ

十
一
月
生
ま
れ
の
子
に

風
に
舞
う                    

木
の
葉
が
ほ
ほ
に
冷
た
く
あ
た
る    

そ
っ
と
ふ
れ
る
母
の
手
が          

僕
の
心
を                    

や
さ
し
く
包
む  

四
月
生
ま
れ
の
子
に

桜
の
花
び
ら

ひ
ら
ひ
ら
舞
う
こ
ろ

君
が
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ
よ

そ
れ
は
晴
れ
た
お
だ
や
か
な
日
の

や
さ
し
い
風
の
吹
く
朝
で
し
た

八
月
生
ま
れ
の
子
に

照
り
つ
け
る
太
陽
は         

真
夏
の
勲
章              

君
の
笑
顔
は               

パ
パ
と
マ
マ
の               

勲
章
だ  

十
二
月
生
ま
れ
の
子
に

魔
法
の
手
袋

き
み
は
つ
け
て
る

手
を
つ
な
い
だ
ら

ほ
ら
ね

み
ん
な
の
心
が
温
か
い

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番　☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.lg.jp/kouhou/soudan/kodomo.html (千葉県各種相談窓口〈こども〉）
千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時～午後8時、休日は午前9時～午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けています。17



が
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
た
と
え
ば
、「
野

球
と
か
け
て
、
道
路
と
解
く
。
そ
の
心

は
、
ど
ち
ら
も
ト
ン
ネ
ル
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
」と
か
、「
お
餅
と
か

け
て
、
到
着
と
解
く
。
そ
の
心
は
、
ど

ち
ら
も
つ・
き・
ま
す
」と
か
。こ
れ
は
頭
の

体
操
で
す
。
答
え
は
一
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
作
り
手
の
セ
ン
ス
が
問
わ
れ

ま
す
。「
な
る
ほ
ど
！
」と
相
手
を
う
な

ら
せ
る
よ
う
な「
な
ぞ
と
き
」が
で
き
た

ら
、
胸
が
ス
ー
ッ
と
し
ま
す
よ
。
ト
ラ

イ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
よ
っ
て
っ
て
き
い
て
っ
て

　「
お
は
な
し
ラ
イ
ブ
」開
催
中
！

　
道
の
駅
み
の
り
の
郷
東
金
で
、
毎
週

月
曜
日
午
前
十
時
半
か
ら
、
親
子
向
け

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
買
い
も
の
の
つ
い
で
に

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

い
る
の
で
す
。「
頭
を
よ
く
モ
ミ
モ
ミ
し

て
」解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
な
ぞ
な
ぞ
フ
ッ
フ
ッ
フ
ー
』で
は
、

な
か
よ
し
の
二
人
が
な
ぞ
な
ぞ
で
対
決

し
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
、「
ず
る
～
い
！
」と
い
う
よ
う
な

問
題
の
出
し
あ
い
に
な
り
ま
す
。
で
も

最
後
に
は
お
や
つ
と
と
も
に
、
な
ぞ
な

ぞ
で
仲
直
り
で
す
。

　
お
し
ま
い
に
紹
介
す
る
の
は
、「
江
戸

の
な
ぞ
な
ぞ　

な
ぞ
か
け
ラ
ン
ド
」の

シ
リ
ー
ズ
で
す
。『
な
ぞ
か
け
動
物
園
』

と『
な
ぞ
か
け
食
堂
』と『
な
ぞ
か
け
運

動
会
』が
出
て
い
ま
す
。「
な
ぞ
か
け
」と

い
う
の
は
、
な
ぞ
な
ぞ
よ
り
ち
ょ
っ
と

高
度
に
な
っ
た
言
葉
遊
び
な
の
だ
そ
う

で
す
。「
～
と
か
け
て
～
と
解
く
。そ
の

心
は
…
」と
い
う
の
を
、耳
に
し
た
こ
と

子
ど
も
た
ち
は
「
な
ぞ
な

ぞ
」が
大
好
き
で

す
。
お
は
な
し
会
で
も
、
合
間
に
な
ぞ

な
ぞ
を
や
る
と
、
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
な
ぞ
な
ぞ
の

本
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
か

ら
。『
な
ぞ
な
ぞ
な
～
に　

は
る
の
ま

き
』は
小
さ
い
人
た
ち
に
お
勧
め
で
す
。

「
あ
さ
に
な
る
と
ひ
ら
き
、よ
る
に
な
る

と
と
じ
る
も
の
な
～
に
？
」と
か
、「
ふ

た
つ
の
あ
な
を
も
っ
て
い
て
、
か
ぜ
が

で
た
り
は
い
っ
た
り
す
る
も
の
な
～

に
？
」と
い
っ
た
、初
心
者
向
け
の
な
ぞ

な
ぞ
が
出
さ
れ
ま
す
。
答
え
は
…
、
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
『
な
ぞ
な
ぞ
え
ほ
ん
』１
の
ま
き
～
３

の
ま
き
は
、『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』で
お
な
じ

み
の
中
川
李
枝
子
さ
ん
と
山
脇
百
合
子

さ
ん
の
絵
本
で
、
な
ぞ
な
ぞ
の
詩
が

い
っ
ぱ
い
。ぐ
り
と
ぐ
ら
を
は
じ
め
、絵

本
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
勢
ぞ

ろ
い
で
、
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
『
な
ぞ
な
ぞ
の
み
せ
』で
は
、
お
店
で

買
い
物
を
し
な
が
ら
五
十
題
の
な
ぞ
な

ぞ
を
解
い
て
き
ま
す
。
絵
の
な
か
に
ヒ

ン
ト
が
か
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
探
し
だ
す
楽
し
み
も
あ
っ
て
、
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
。

　
こ
こ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
上
級
者（
？
）

向
け
。『
な
ぞ
な
ぞ
い
く
つ
？
』で
は
、

一
ひ
ね
り
し
て
あ
る
な
ぞ
な
ぞ
が
、
お

ま
け
も
含
め
て
十
一
出
さ
れ
ま
す
。
な

か
で
も
私
の
お
気
に
入
り
は
、
ふ
た
つ

め
の
「
犬
が
二
ひ
き
。
左
を
む
い
て
ご

は
ん
を
た
べ
る
と
き
、
し
っ
ぽ
は
ど
っ

ち
を
む
い
て
い
る
で
し
ょ
う
」と
い
う

問
題
で
す
。
答
え
は
…
「
あ
ち
こ
ち
」。

ね
？　
こ
う
い
う
な
ぞ
な
ぞ
が
並
ん
で

Bookcases of children

※ ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫
や東金図書館で借りられます。たん
ぽぽ文庫は日吉台の東が丘会館で、
毎週金曜日３時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤
☎ 0475-54-1620 福島

たんぽぽ文庫

子どもの本箱
佐藤真理

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

↑ときがね湖方面

（事務局）
たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園

東
が
丘
会
館

53

『なぞなぞな～に　はるのまき』
いまきみち作　福音館

『なそなぞえほん』　１のまき、２のまき、３のまき
中川李枝子／山脇百合子　　福音館

『なぞなぞフッフッフー』
武田美穂　　ほるぷ出版

『なぞかけ食堂』　　　『なぞかけ運動会』
ねづっち　理論社

「
江
戸
の
な
ぞ
な
ぞ　

　
な
ぞ
か
け
ラ
ン
ド
」シ
リ
ー
ズ

『なぞなぞいくつ？』
舟崎克彦／長新太　　あすなろ書房

『なぞなぞのみせ』
石津ちひろ／なかざわくみこ　　偕成社

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活・文化課　☎043-223-2330
外にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活・文化課まで。
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学びの扉

文化人の育成

　本校では、平成 3 年より、韓国の本五初等学校と姉妹校交流を行っており、
今年（平成 28 年）は、25 周年の節目の年を迎えます。この、姉妹校交流は、
本校の PTA や地域の方々で構成される国際交流委員会が主体となって運営され
ています。また、相手の本五初等学校と本校との間に入って連絡調整をしてくだ
さいっているのが、東金日韓交流協会の土屋春美先生です。土屋先生には、２５
年前の交流当初よりお世話になっています。具体的な交流内容は、1 年おきに双
方の学校が代表団を送り、迎える学校はホームステイや交流集会を主催していき
ます。毎回、言葉や文化の違いを乗り越え、心温まる交流活動が展開されています。

学校と地域の体験活動 第２回 
鴇嶺小学校

ワクワク ドキドキ 鴇嶺小の体験学習
　鴇嶺小学校には、たくさんの体験学習があります。そこでは、普段教室ではできない体験や交流活動を通して、
見聞を広げたり、豊かな心を育んだりする学習が展開されています。その学習の多くは、地域ボランティアの方々
のご協力を得て実施されています。それらをいくつかご紹介します。

茶道クラブ
（石橋絹代先生他）

韓国舞踊クラブ
（土屋春美先生）

生け花クラブ
（前嶋好子先生他）

古典音楽クラブ
（鈴木先生ご夫妻）ク

ラ
ブ
活
動

学
校・学
年
行
事

　月に 2 回程度、朝の時間に
ボランティアの方に各教室に
入ってもらい、 読み聞かせを実
施しています。

読み聞かせ
　1 年生が幼稚園生を招待し
て、自作のおもちゃで一緒に遊
びます。すっかりお兄さんお姉
さん気分の 1 年生です。

幼稚園との交流活動

　交通安全協会や東金警察署の
方々に道路の歩行の仕方や自転
車の乗り方を指導してもらいま
す。

交通安全教室（全校）
　PTA 役員の OB である農家
の方に、田植えから稲刈り、脱
穀、もみすりまで、実際に体験
をさせていただきます。

5年生米づくり

姉妹校交流　25周年

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　☎0475-53-3615　みのりの郷東金　
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分～ 11時まで（月曜日が祝日の場合はお休み）19



From Inside

　
私
は
表
紙
の
絵
に
感
動
し
ま
し
た
。
お
み

こ
し
を
か
つ
い
で
い
る
表
情
が
み
ん
な
違
う

顔
に
と
っ
て
も
ひ
か
れ
ま
し
た
。
周
り
の
見

学
者
も
と
っ
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
。　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
網
白
里
市　
伊
藤
）

　
東
金
に
は
通
院
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
10

月
1
日
頃
に
診
察
日
で
し
た
の
で
、
久
し
ぶ

り
に「
と
き
め
き
」を
入
手
で
き
て
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。
私
は
表
紙
の
雰
囲
気
は
と
て
も
好

き
で
す
。
以
前
か
ら
ほ
の
ぼ
の
し
て
い
る
か

わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
で
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

さ
ん
が
上
手
で
東
金
の
場
所
の
絵
な
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
も
あ
っ
て
素
敵
だ
な
と
思

い
ま
す
。
今
月
号
の
「
と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ

ベ
ル
」
の
「
親
の
注
文
」
が
良
か
っ
た
で
す
。

「
私
が
言
い
た
い
の
は
、
子
ど
も
の
好
み
も

聞
か
ず
に
親
が
注
文
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
ほ
し
か
っ
た
ん
で
す
。」
と
い
う
塾
の

先
生
の
言
葉
が
ズ
バ
リ
で
す
ね
。

　
マ
ン
ネ
リ
気
味
だ
っ
た
の
で
す
か
？
前
か

ら
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
（
茂
原
市　
滝
口
）

　
初
め
て
東
金
文
化
会
館
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
と
き
め
き
の
秋
号
を
手
に
し
ま
し

た
。
文
化
会
館
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
を
見
さ
せ
て

頂
き
、
こ
れ
か
ら
も
沢
山
足
を
運
び
ま
す
の

で
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
。（
八
街　
後
藤
）

▶

と
き
め
き
は
地
域
の
生
涯
学
習
情
報
誌
＋

α
を
方
針
と
し
て
、
一
味
違
う
冊
子
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
者
の
要

望
を
受
け
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
の
東
金
市
、
大
変
で
し
た
ね
。
私

は
戦
後
生
ま
れ
な
の
で
伝
え
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
の
方
に

「
も
っ
と
勉
強
し
た
か
っ
た
よ
」
横
芝
町
の

藤
代
さ
ん
の
気
持
ち
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
平
和
で
あ
る
世
に
し
た
い
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
（
大
網
白
里
市　
飛
田
）

　
「
戦
後
70
年　

米
軍
の
千
葉
上
陸
作
戦
」

は
、
詳
細
な
資
料
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
民
で
も
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
こ
の
よ
う

な
資
料
で
後
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た

ら
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
茂
原
市　
木
村
）

　
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
て
い
て
有
り
難
い
で
す
。
さ
ら
に
は
、
知

ら
な
い
で
お
り
ま
し
た
『
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦

と
東
金
』
や
『
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
し
』
は

充
実
し
た
内
容
で
、
居
な
が
ら
に
し
て
多
く

の
知
識
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
網
白
里
市　
加
藤
）

▶

戦
争
の
事
実
は
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る

上
で
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
に
伝

え
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
は
な
く
、
私
達
の
役

目
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
理
想
は
現
代
史

の
授
業
が
あ
る
と
素
晴
し
い
の
で
す
が
。

　
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
の
「
親
の
注
文
」
は
子
供

を
育
て
る
親
の
気
持
ち
そ
の
も
の
で
す
。
手

取
り
足
取
り
一
緒
に
水
泳
や
ら
を
や
り
ま
す

が
、
い
つ
も
ザ
セ
ツ
、
親
と
し
て
も
が
っ
か

り
す
る
現
実
で
す
。　
　
（
西
福
俵　
高
橋
）

　
今
回
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

親
が
子
供
の
才
能
を
引
き
出
し
た
り
、
得
意

分
野
を
見
つ
け
る
と
言
う
事
は
小
さ
い
頃
に

は
難
し
く
、
ど
う
し
て
も
習
い
事
な
ど
は
親

が
や
ら
せ
た
い
物
を
や
ら
せ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
ね
。
子
供
は
本
当
に
や
り
た

い
事
が
出
来
れ
ば
苦
手
だ
っ
た
事
に
も
頑

張
っ
て
挑
戦
す
る
意
欲
も
わ
い
て
く
る
と
言

う
事
を
こ
の
文
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

押
し
付
け
で
は
無
く
後
押
し
し
て
行
け
る
親

に
な
り
た
い
で
す
ね
。（
日
吉
台　
五
十
嵐
）

　
“
親
の
注
文
”
…
わ
か
り
ま
す
。
子
は
親

の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
ど
う
し
て
も
“
こ
う
あ
っ
て
欲
し

い
”
と
子
育
て
を
す
る
に
あ
た
り
希
望
・
期

待
が
入
り
ま
す
。
年
を
重
ね
て
み
て
普
通
が

一
番
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
で
も
こ
の
“
普

通
”
が
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　
今
回
も
私
事
を
。
先
日
、
主
人
の
両
親
と

主
人
と
4
人
で
奈
良
一
泊
の
旅
を
し
て
き
ま

し
た
。
元
気
な
親
と
の
旅
行
に
幸
せ
を
感
じ

ま
し
た
。
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
開
い
て
い
ま
す
。（
田
間　
大
村
）

▶

私
も
妻
の
両
親
を
連
れ
て
、数
年
前
奈
良・

伊
勢
に
3
泊
4
日
で
旅
行
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
両
親
は
体
調
と
と
も
に
高
齢
も
重
な
り

大
き
な
旅
行
は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
健

康
な
時
に
頑
張
っ
て
連
れ
回
し
て
下
さ
い
。

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　
毎
号
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
情
報
に
興
味
が
あ
り
、
自
分
が
参
加
可
能

な
も
の
が
な
い
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
に

ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
探
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
て
も
途
中
か
ら
の
参
加
は
い
ろ
い
ろ
と

不
安
が
大
き
い
の
で
誌
面
で
各
サ
ー
ク
ル
の

活
動
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

と
参
考
に
な
り
ま
す
。　
（
川
場　
佐
久
間
）

▶

情
報
量
が
多
く
て
、
残
念
な
が
ら
写
真
掲

載
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気

を
持
っ
て
電
話
す
る
の
も
自
分
発
見
の
一
歩

で
す
。
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
も
と
き
め
き
の
発
行
を
楽
し
み
に
拝

見
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
本
箱
を
見
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
自
分
は
読
書
が
好
き
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
今
は
孫
に
読
ん
で
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
田
間　
市
東
）

　
東
金
に
移
り
住
み
、
早
二
十
年
が
過
ぎ
、

地
元
の
方
、
新
し
く
東
金
に
こ
ら
れ
た
方
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
共
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

て
名
所
旧
跡
を
巡
り
又
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
東
金
が
第
二
の
古
里
に

な
り
、
嬉
し
く
思
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
上　
赤
間
）

▶

「
東
金
が
第
二
の
古
里
」
に
と
き
め
き
が

役
に
立
て
る
よ
う
今
後
も
編
集
の
“
試
練
”

を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　正月早々、風邪を引
いてしまった。熱、のど、
鼻水とトリプルダメージ
である。静かに寝ていた
が、年明け早々の仕事が
頭をよぎった。それを察

知したのか、同居人から一言「仕事は止まるこ
となく動いていくものよ。しっかり休養して治
したあと、また頑張ればいいんじゃないの」、
さり気ないこの言葉、気が楽になったような。
　毎年、年頭に願うことは「健康な一年で
ありますように！」である。改めて噛みしめ
る。

青 木

　先日、成人式
副担当として式
に参加してきまし
た。自分の成人式
はほぼ記憶なし。
ニュースで流れて

いるような暴動が起きるのか、とドキド
キでした。しかし、全然そんなことなく、
やんちゃな装いの新成人も話すととて
も素直！実行委員の方々が頑張ったお
かげですばらしい式となりました。私も
ハタチの頃のフレッシュな気持ちを思
い出して頑張ろうと思いました。

露久保

　1年半前に買ったノー
トパソコンが前号が出
た頃に壊れてしまいま
した。安いものをと選
んで買ったのでいろい
ろと作業をすると、すぐ

に動作が不安定になってました。一般的に
言う安かろう悪かろうだったのか、酷使した
のが原因なのかはわかりませんが、無くなっ
てしまうと不便だと思うようになり…。タブ
レット端末をまた買っちゃいました。子ども
たちもノートパソコンよりタブレット端末の
方が気に入ったみたいです。良かった。

糸 久

　昨年の11月の
事ですが、お台
場に遊びに行っ
てきました。お台
場は江戸時代末
期、外国船を警

戒した江戸幕府によって大砲が設置
された場所です。そんなお台場も、今
では有名な観光スポットであり、たく
さんの商業施設があります。そして、
僕がお台場に行った最大の理由は、
実物大ガンダム！首を動かすその雄
姿に感動しました（＾○＾）！

鑓田

　ときめきでは、読者の皆様から
の投稿をお待ちしています。楽しい
日常の出来事、イラストやスナッ
プ写真、そして新企画のアイディ
アや情報の提供など、編集部まで
どしどしお寄せください。
　また、本誌へのご意見ご要望な
どもお待ちしています。（ときめき
編集部）

読者の皆様へ

読
者
の
ひ
ろ
ば

と
き
め
き

表
紙

イ
ベ
ン
ト

散
歩
道

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル『
親
の
注
文
』

子
ど
も
の
本
箱

感
想

サ
ー
ク
ル
情
報

次号（Vol.80）は平成28年6月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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秋
の
野
の
草
の
た
も
と
か
花
す
す
き

穂
に
出
で
て
ま
ね
く
袖
と
見
ゆ
ら
む

　
　
　
　
　
　（
在
原
棟
梁
、
古
今
集
）

　
古
よ
り
ス
ス
キ
は
歌
の
題
材
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
の
日
本
の
植
物

が
外
来
種
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

に
侵
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
る
。そ
こ
で
セ
イ
タ
カ
に
つ
い
て
蘊

蓄
。セ
イ
タ
カ
は
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の

一
つ
ブ
タ
ク
サ
と
間
違
え
ら
れ
て
い
る
。

セ
イ
タ
カ
の
花
粉
は
昆
虫
で
媒
介
す
る

が
、
ブ
タ
ク
サ
は
風
媒
花
で
根
本
的
に

異
な
る
。だ
が
セ
イ
タ
カ
は
ス
ス
キ
と
生

育
条
件
が
類
し
て
お
り
、
し
か
も
根
の

分
泌
物
質
は
周
囲
の
植
物・動
物(

昆
虫
）

を
駆
逐
し
、
ま
た
地
の
栄
養
素
も
吸
い

尽
く
す
。
恐
ろ
し
い
生
命
力
と
攻
撃
力

で
あ
る
。と
こ
ろ
が
こ
の
自
我
の
強
さ
か

ら
他
と
の
共
生
が
で
き
ず
、
自
分
の
栄

養
も
失
う
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
自
滅

の
道
を
辿
る
と
い
う
。ま
る
で
日
本
の
土

地
を
食
べ
尽
く
す
勢
い
の“
爆
買
い
”と

ダ
ブ
っ
て
し
ま

う
。

　
ス
ス
キ
君
、

心
配
す
る
な
よ
、

必
ず
復
活
す
る

か
ら
忍
耐
強
く

あ
れ
。（
青
木
）

ときめき
トリビア

No.53

　
山
武
地
域
に
は
、
千
葉
県
指
定
の

史
跡
が
８
件
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も

歴
史
的
に
貴
重
な
場
所
ば
か
り
で

す
。な
ぜ
い
き
な
り
県
指
定
史
跡
の

話
を
し
た
か
と
い
う
と
、
今
回
の

『
ち
ょ
っ
と
』は
、
九
十
九
里
町
に
あ

る
県
指
定
史
跡「
伊
能
忠
敬
出
生
地
」

に
造
ら
れ
た「
伊
能
忠
敬
記
念
公
園
」

を
紹
介
す
る
か
ら
で
す
。し
か
し
そ

の
前
に
、
教
科
書
に
も
出
て
く
る
有

名
人
物・
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
伊
能
忠
敬
は
江
戸
時
代
後
期
に
活

躍
し
た
人
物
で
、山
辺
郡
小
関
村（
現

九
十
九
里
町
小
関
）で
生
ま
れ
ま
し

た
。忠
敬
は
青
年
時
代
を
父
の
実
家

で
あ
る
武
射
郡
小
堤
村（
現
横
芝
光

町
小
堤
）で
過
ご
し
、
宝
暦
十
二
年

（
１
７
６
２
）に
商
家
で
あ
っ
た
伊
能

家
の
養
子
と
な
っ
て
、
佐
原
村（
現

在
の
香
取
市
佐
原
）に
移
住
し
ま
し

た
。

　
佐
原
で
は
家
業
で
あ
る
商
売
の
他

に
、
佐
原
村
の
名
主（
村
の
役
人
）

や
村
方
後
見（
名
主
等
を
監
視
す
る

立
場
）な
ど
を
勤
め
、
天
明
五
年

（
１
７
８
５
）に
起
こ
っ
た
天
明
の
飢

饉
の
際
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
貧
民

救
済
を
行
い
ま
し
た
。

　
寛
政
六
年（
１
７
９
４
）、
五
十
歳

の
時
に
忠
敬
は
隠
居
し
て
江
戸
に

移
り
、
高
橋
至よ

し

時と
き

と
い
う
人
物
に

弟
子
入
り（
忠
敬
よ
り
十
九
歳
も
年

下
！
）、
本
格
的
に
暦
学（
天
文
学
）

を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
し
て
寛
政
十
二
年（
１
８
０
０
）

か
ら
文
化
十
三
年（
１
８
１
６
）ま

で
、
忠
敬
は
十
回
に
わ
た
る
測
量
を

行
い
ま
す（
忠
敬
自
身
は
九
回
目
に

参
加
し
な
か
っ
た
と
か
）。こ
の
時
忠

敬
は
象
限
儀（
円
の
四
分
の
一
の
扇

形
を
し
た
、目
盛
り
の
つ
い
た
定
規
）

等
を
用
い
て
、
日
本
全
土
を
歩
い
て

測
り
ま
し
た
。こ
の
測
量
結
果
を
も

と
に
作
成
さ
れ
た
の
が
、
日
本
で
最

初
の
実
測
地
図『
大
日
本
沿
海
輿
地

全
図
』で
す
。残
念
な
が
ら
、
地
図
が

完
成
す
る
前
に
忠
敬
は
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
地
図
は「
伊

能
図
」と
も
呼
ば
れ
、
後
世
に
多
大

な
る
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
忠
敬
が
生
ま
れ
た
場
所
に

あ
る「
伊
能
忠
敬
記
念
公
園
」は
、
平

成
九
年（
１
９
９
７
）に
伊
能
忠
敬

生
誕
二
五
〇
周
年
と
九
十
九
里
町

の
町
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し

て
造
ら
れ
ま
し
た
。公
園
は
周
囲
約

１
６
０
０
㎡
で
、
静
か
で
落
ち
着
く

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。公
園
内
に
あ

る「
伊
能
忠
敬
先
生
出
生
之
地
」と

刻
ま
れ
た
記
念
碑
は
昭
和
十
二
年

（
１
９
３
７
）に
建
て
ら
れ
、
有
名
な

文
豪・
徳と

く

富と
み

蘇そ

峰ほ
う

の
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、
象し

ょ
う

限げ
ん

儀ぎ

を
掲
げ

た
忠
敬
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、天
を
指
差
す
忠
敬
の
姿
か
ら
は
、

日
本
全
土
を
測
量
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
伊
能
忠
敬
記
念
公
園
」へ
の
行
き

方
に
つ
い
て
は
案
内
図
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。駐
車
場
は
車
八
台
分

あ
り
、
離
れ
た
所
に
は
バ
ス
の
駐
車

場
も
あ
り
ま
す
が
、
狭
い
道
も
多
い

の
で
車
で
お
越
し
の
際
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。公
園
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の
連
絡
先
に

お
願
い
し
ま
す
。

●
九
十
九
里
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
係

☎
０
４
７
５（
７
０
）３
１
９
３

Fax
０
４
７
５（
７
６
）７
４
２
３

　
伊
能
忠
敬
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
鑓
田
）

偉人生誕の地に造られた公園

ちょっと

気になる街角

vol.10

伊能忠敬記念公園

ススキ君、
一人じゃないよ

「伊能忠敬記念公園」の様子

徳富蘇峰の文字が刻まれた記念碑

案内図（九十九里町HPより）
象限儀を掲げ天を指す
伊能忠敬の銅像

至東金

県道東金片貝線
誘導表示

九十九里
中学校

九十九里
小学校至片貝海岸

飯岡片貝線
一宮片貝線

スーパー

至
大
網
白
里

至
成
東

バス
駐車場

伊能忠敬
記念公園

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。
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賞品提供 :　　　 東金文化会館、　　　 山武市成東文化会館のぎくプラザ、　　　 東金市生涯学習課

ときめきは再生紙を使用しています。

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

あ
て
先

応
募
方
法

2組4名

氣志團メイジャー・デビュー15周年記念興行
ツッパリ High School Musical

『氣志團學園Ⅱ ～拳の中のロックンロール～』

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは2月29日（月）消印有
効。結果の発表は当選者への発送をもって代えさせて
いただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.79』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

1

3月11日（金）
18:30開演

3月6日（日）
17:30開演

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント
東金

東金

山武 生学

※ 東金市生涯学習課へ取りに来られる方

2組4名

ろうそくの燈火に浮かび上がる源氏物語の世界
蝋燭能2

東金

3名

山武市わがまち活性課より
SUN ムシくんグッズ
クリアファイルと
ピンバッジのセット

9
山武

3組6名

サロンコンサートvol.168
はらかなこライブ～ピアノが歌う夜～4

山武

3月18日（金）
19：00開演

3組6名

サロンコンサートvol.169

J
ヨーナス
oonas H

ハーヴィスト
aavisto T

トリオ
rio

ジャパンツアー2016

4月15日（金）
19：00開演

5
山武

3組6名

サロンコンサートvol.170
FIRE HORNS スペシャルコンサート

5月20日（金）
19：00開演

6
山武

5名

東金市生涯学習課からのプレゼント
とっちーのぬいぐるみ8

生涯
2組4名

LOVE×3コンサート
～あの頃ひだまりをまた君に～

3月19日（土）
15:30開演

7
山武

菅原進 藤田恵美岩沢幸矢

3組6名

共催事業
鈴木直美
ピアノコンサート17

3
東金

4月29日（金・祝）
14:00開演

※ 東金市生涯学習課へ
　取りに来られる方

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ち
ー
」

44名様に

syogai
テキスト ボックス
※応募の受付は終了しています。


